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院

昭

和

五

十

五

年

―

―

―

月

岩
手
県
文
化
財
調
査
報
告
書
第
四
十
二
集

内

街

岩

手

県

教

育

委

員

会

道

岩
手
県
「
歴
史
の
道
」
調
査
報
告



す。

昭
和
五
十
五
年
三
月

道
・
河
川
な
ど
の
交
通
路
は
、
占
く
か
ら
文
物
や
人
々
の
交
流
の
舞
台
に
な
っ
て
お
り
、
本
県
の
歴
史
を
知
る
上
に
き
わ
め
て
爪
要
な
意
味
を
も
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
近
年
、
産
業
経
済
が
著
し
く
発
展
し
、
社
会
構
造
が
変
遷
す
る
な
か
で
、

り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
伴
っ
て
街
道
の
並
木
・
番
所
・
一
里
塚
な
ど
の
交
通
関
係
の
遺
蹄
も
急
激
に
失
わ
れ
て
き
て
お
り
ま
す
が
、
本
県
で
は
、
こ
の
よ
う
な
現
状
を
市
視
し
、
昭

和
五
十
三
年
度
か
ら
国
庫
補
助
を
受
け
て
歴
史
の
道
の
講
査
を
実
施
し
て
参
り
ま
し
た
。

本
報
告
cit日
は
、
本
年
度
に
凋
査
し
た
七
街
道
の
う
ち
、
奥
州
道
中
の
山
目
宿
を
起
点
と
し
て
西
に
進
み
、

崎
・
湯
沢
な
ど
を
経
て
院
内
へ
と
通
ず
る
「
院
内
街
道
」
の
岩
手
肌
分
に
つ
い
て
、
街
道
の
現
状
と
文
化
財
の
保
存
状
凡
な
ど
、

成
果
を
集
成
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

本
書
が
、
今
後
の
交
通
関
係
遺
跡
の
保
護
及
び
歴
史
の
道
研
究
の
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
て
あ
り
ま
す
。

な
お
、
調
査
に
御
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
調
査
員
各
位
並
び
に
関
係
市
町
村
教
育
委
員
会
を
は
じ
め
、
諸
資
料
を
提
供
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
に
対
し
、
衷
心
よ
り
惑
謝
申
し
上
げ
ま

序

教

育

長

新

里

盈

桂
峠
を
越
え
て
須
川
湿
泉
に
い
た
り
、
そ
こ
か
ら
秋
田
藩
領
の
栴
山
・
岩

か
つ
て
は
交
通
が
大
変
不
便
で
あ
っ
た
山
道
も
改
良
さ
れ
、
舗
装
さ
れ
て
近
代
的
な
道
路
に
か
わ

そ
の
周
囲
の
環
撓
を
含
め
て
総
合
的
に

JM
査
し
、
そ
の

岩

手

県

教

育

委

員

会
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補

助

員

高

橋

哲

郎

小
野
寺

啓

千

葉

郎

一
関
市
文
化
財
調
査
員

専

門

調

査

員

吉

田

義

昭

盛

岡

市

教

委

文

化

財

専

門

員

専

門

調

査

員

細

井

計

主
任
専
門
調
査
員

草

間

俊

、
本
調
査
の
調
査
員
・
補
助
員
は
左
記
の
と
お
り
で
あ
る
。

イ
収
集
し
た
も
の

調
査
し
た
事
項

道
及
び
こ
れ
に
沿
う
地
域
に
残
る
遺
跡
の
分
布
状
況
と
保
存
の
実
態
。

江
戸
時
代
の
国
界
・
藩
界
及
び
郡
名
。

地
区
調
査
員
(
-
関
市
）

地
区
調
査
員
(
-
関
市
）

岩
手
大
学
教
授

岩
手
大
学
教
授

一
関
市
立
萩
荘
中
学
校
教
諭

岩
手
大
学
文
部
技
官

四
、
調
査
の
方
法
は
、
地
区
調
査
員
が
調
査
カ
ー
ド
を
作
成
し
、
調
査
カ
ー
ド
に
も
と
づ
き
専
門
調
査
員
が
確
認
調
査
を
行
な
っ
た
。

五
、
本
書
は
、
専
門
調
査
員
細
井
計
が
執
筆
し
、
文
化
課
が
編
集
に
あ
た
っ
た
。

ア

（二）

古
文
書
、
地
誌
類
、
紀
行
文
、
古
絵
図
類
や
明
治
時
代
の
実
測
図
な
ど
。

日
二
、
本
調
査
は
主
と
し
て
次
に
あ
げ
る
も
の
を
収
集
し
、
調
査
を
実
施
し
た
。

一
、
本
書
は
歴
史
の
道
「
院
内
街
道
」
に
関
す
る
報
告
書
で
あ
る
。

例

口

5
 



地 写
例 序

ヽ

院
内
街
道
に
つ
し
て
：
·
·
:
·
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•

街
道
の
現
状
と
文
化
財
の
保
存
状
況
：
·
·
:
·
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•

街
道
筋
に
残
る
主
な
文
化
財
：
·
·
:
·
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
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奥
州
道
中
の
山
目
宿
を
起
点
と
し
て
西
に
進
み
、
仙
台
藩
領
の
山
目
・
赤
荻
・
五
串
の
各

村
を
通
過
し
、
瑞
山
か
ら
井
戸
沢
沿
い
に
桂
峠
を
越
え
て
須
川
湿
泉
に
至
り
、

州
秋
田
藩
領
の
檜
山
・
岩
崎
・
湯
沢
な
ど
を
経
て
院
内
へ
と
通
ず
る
道
筋
が
、
院
内
道
・
院

内
道
路
・
院
内
街
道
な
ど
と
呼
ば
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
呼
称
の
う
ち
、
本
報

と
こ
ろ
で
、
江
戸
時
代
の
奥
州
道
中
は
、
厳
密
な
意
味
で
は
、
宇
都
宮
宿
の
次
の
白
沢
か

ら
奥
州
白
河
ま
で
の
一

0
宿
で
あ
り
、
白
河
以
北
は
そ
の
延
長
と
み
な
さ
れ
て
い
た
。
し
た

が
っ
て
そ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
万
延
元
年
(
-
八
六

0
)
に
仙
台
藩
が
「
是
迄
四

割
増
之
上
江
三
割
増
、
都
合
七
割
増
」
の
人
馬
賃
銭
を
願
出
た
の
に
対
し
て
、
幕
府
勘
定
奉

行
名
で
「
脇
往
還
江
右
体
多
分
之
割
増
相
源
候
先
例
無
之
、
殊
二
割
増
年
季
中
困
窮
と
之
申

及
御
沙
汰
旨
被

仰
付
候
而
者
、
外
響
二
も
相
成
可
申
哉
二
付
、
願
之
趣
旨
不
被

仰
渡
可
然
奉
存
候
」
（
『
宮
城
県
文
化
財
調
査
報
告
書
』
第
六

0
集
、
傍
点

筆
者
、
以
下
同
じ
）
と
、
却
下
さ
れ
た
文
中
に
明
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
幕
府
は
白
河
以

北
の
奥
州
道
中
の
延
長
線
を
脇
往
還
（
脇
街
道
）
と
み
な
し
て
い
た
。
し
か
し
、

北
地
方
を
縦
断
す
る
幹
線
道
路
と
し
て
の
役
割
を
果
し
て
い
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
こ
の

幹
線
道
路
と
し
て
の
広
義
の
奥
州
道
中
か
ら
は
、
多
く
の
脇
街
道
が
分
岐
し
て
い
る
。
本
報

告
で
取
扱
う
院
内
街
道
も
そ
の
―
つ
で
あ
る
。

そ
こ
か
ら
羽

そ
れ
が
東

江
戸
時
代
の
陸
上
交
通
を
支
配
関
係
か
ら
一
瞥
す
る
と
、
五
街
道
（
東
海
道
・
中
山
道
・

甲
州
道
中
・
日
光
道
中
・
奥
州
道
中
）
が
幕
府
道
中
奉
行
の
管
轄
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
そ

の
他
の
街
道
は
、
白
河
以
北
の
い
わ
ゆ
る
奥
州
道
中
を
も
含
め
て
、
幕
府
勘
定
奉
行
の
支
配

す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
れ
は
主
と
し
て
賃
銭
な
ど
の
統
制
面
に
か
か
わ
る
点
で
あ
っ
た
。

そ
の
た
め
、
街
道
の
普
請
・
橋
梁
の
修
理
・
並
木
の
保
護
な
ど
の
実
際
面
に
か
か
わ
る
点

は
、
沿
道
の
大
名
や
旗
本
と
い
っ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
領
主
の
管
理
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
て
い
た
。
し

立
を
以
、
此
上
再
割
増
被

告
で
は
院
内
街
道
を
用
い
る
こ
と
に
す
る
。

院
内
街
道
に
つ
い
て

さ
れ
て
い
る
。
戊
辰
戦
争
の
際
に
、

一
関
藩
の
三
神
左
次
馬
・
岩
井
大
助
両
名
の
率
い
る

た
が
っ
て
、
院
内
街
道
の
う
ち
で
も
山
目
か
ら
須
川
温
泉
ま
で
の
区
間
（
ち
ょ
う
ど
現
在
の

岩
手
県
に
属
す
る
部
分
）
は
、
仙
台
藩
の
管
理
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
の
実
際
面
は
沿
道

こ
の
院
内
街
道
に
つ
い
て
、
次
に
わ
ず
か
な
史
料
を
と
お
し
て
簡
単
に
触
れ
て
み
る
こ
と

に
す
る
。
ま
ず
、
山
目
か
ら
須
川
温
泉
ま
で
の
道
筋
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
が
い
つ
ご
ろ
開
発

さ
れ
、
そ
の
後
ど
の
よ
う
に
改
良
賂
備
さ
れ
て
ぎ
た
も
の
か
、
史
料
的
に
そ
の
間
の
経
緯
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
が
、
大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
の
『
厳
芙
村
誌
』
に

は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

一
、
山
日
村
国
道
よ
り
西
に
岐
れ
、
本
村
字
瑞
山
真
湯
を
経
て
須
川
温
泉
を
過
ぎ
、
秋
田

前
者
の
説
明
は
現
在
の
国
道
三
四
二
号
線
と
ほ
ぽ
同
一
の
ル
ー
ト
で
あ
り
、
後
者
の
説
明

は
厳
美
町
瑞
山
か
ら
「
間
道
五
里
」
で
須
川
温
泉
に
至
る
と
い
う
か
ら
、
こ
の
ル
ー
ト
が
江

戸
時
代
の
院
内
街
道
に
あ
た
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
も
こ
の
ル
ー
ト
は
、
元
禄
十
二
年
（
一

六
九
九
）
の
「
西
磐
井
郡
絵
図
」
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
も
の
に
よ
っ
て
も
確
認
で
ぎ
る
。
さ
ら

に
時
代
を
く
だ
っ
て
、
「
戊
辰
戦
役
進
入
経
路
図
」
な
る
も
の
を
み
る
と
、
一
関
ー
水
山
（
瑞

山
）
！
須
川
ー
檜
山
ー
岩
崎
！
湯
沢

i
院
内
へ
の
ル
ー
ト
（
い
わ
ゆ
る
院
内
街
道
）
が
記
載

小
隊
が
進
軍
し
た
の
も
こ
の
道
で
あ
ろ
う
。
『
仙
台
藩
戊
辰
史
』
に
「
（
（
慶
応
四
年
、
一
八
六

八
月
七
日
払
暁
院
内
ヲ
発
シ
テ
山
路
五
里
程
ヲ
歴
テ
午
後
四
時
稲
庭
ノ
西
男
安
川
ニ

八）、
禾
ル
、
：
・
；
：
川
ヲ
渡
リ
稲
庭
ノ
町
裏
二
至
リ
、

．．．．．． 
此
夜
、
：
・
:
・
-
関
藩
三
神
左
次
馬
岩
井

大
助
三
小
隊
ヲ
率
ヰ
テ
加
ハ
ル
」
、

と
あ
る
の
は
そ
の
一
節
で
あ
る
。

次
に
、
街
道
の
呼
称
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
安
永
四
年
（
一
七
七
五
）
に
提
出
さ
れ
た
各

村
の
「
風
上
記
御
用
書
出
」
に
よ
れ
ば
、

五
串
村
で
は
「
当
郡
（
西
磐
井
郡
、
筆
者
註
、
以
下

阿
じ
）
山
ノ
目
駅
ガ
須
川
嶽
江
之
道
、
壱
筋
、
但
道
法
大
凡
小
道
、
本
郷
上
野
が
山
ノ
目
町

御
札
場
迄
弐
拾
三
里
、
右
団
所
杭
丁
坂
か
須
川
嶽
大
日
石
迄
四
拾
七
里
」
と
記
し
て
い
る
。

二
、
瑞
山
よ
り
直
に
須
川
温
泉
に
至
る
道
路
（
間
道
五
里
）

県
雄
勝
郡
院
内
に
通
ず
る
、
院
内
道
路
（
八
里
十
八
町
）

の
村
々
の
責
任
で
行
な
わ
れ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。

7
 



」
と
指
摘
し
て
い
る
の
は
そ
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
ろ
う
。

4

小
河
原
ー
下
真
坂
(
-
関
市
）

3

厳
美
ー
小
河
原
(
-
関
市
）

2
 

ー
し
た
が
っ
て
説
明
を
加
え
る
こ
と
に
す
る
。

街
道
の
現
状
と
文
化
財
の
保
存
状
況

後
と
少
な
く
、

い
ず
れ
も
水
田
単
作
地
帯
の
農
村
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

あ
っ
た
。

九
文
（
田
一
六
一
一
貫
二
九
八
文

院
内
道
と
か
院
内
街
道
と
呼
ば
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

屋
敷
ガ
、

ま
た
、
山
目
村
で
は
「
当
郡
赤
萩
村
江
之
道
、
一
筋
、
道
法
大
数
小
道
六
里
」
、
赤
荻
村
で

は
「
当
郡
山
目
駅
井
五
串
村
江
之
道
、
一
筋
、
道
法
大
数
小
道
、
山
目
駅
江
七
里
程
宮
田

宮
田
屋
敷
ガ
杭
丁
坂
迄
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
記
述

五
串
村
江
六
里
程

か
ら
す
れ
ば
、
当
時
の
街
道
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
地
の
名
を
つ
け
て
、
「
ど
こ

ど
こ
へ
の
道
」
と
い
う
の
が
一
般
的
な
呼
称
で
あ
っ
た
。
時
代
は
く
だ
る
が
、
大
正
年
間
に

建
立
さ
れ
た
道
標
に
よ
れ
ば
、
山
目
地
区
の
人
々
は
厳
美
に
通
ず
る
道
と
い
う
こ
と
か
ら

「
厳
美
道
路
」
と
呼
び
、
同
様
に
、
瑞
山
地
区
の
人
々
は
「
須
川
温
泉
道
」
と
名
づ
け
て
い

た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
院
内
を
目
的
地
と
し
て
広
く
と
ら
え
る
場
合
に
は
、

と
、
「
当
郡
赤
荻
村
江
之
道
、

な
お
、
里
程
に
つ
い
て
ニ
―
月
口
触
れ
て
お
こ
う
。
山
目
村
の
「
風
土
記
御
用
書
出
」
を
み
る

一
筋
、
道
法
大
数
小
道
六
里
」
と
あ
り
、

一
方
、
中
里
村
の

：
·
:
•
以
上
、

「
風
土
記
御
用
書
出
」
に
は
、
「
当
郡
東
山
薄
衣
町
江
五
里
拾
四
丁
廿
六
間
、

九
ヶ
所
里
数
何
茂
大
道
ヲ
以
御
書
上
仕
候
事
」
と
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
「
小
道
」
と
大

道
の
区
別
が
み
ら
れ
る
。
仙
台
藩
で
は
概
し
て
主
要
道
路
を
「
大
道
」
で
あ
ら
わ
し
、
そ
の

他
の
村
道
的
な
も
の
は
「
小
道
」
で
表
示
し
て
い
る
場
合
が
多
い
よ
う
で
あ
る
が
、
必
ず
し

も
統
一
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
た
と

f
は
、
金
沢
宿
（
西
磐
井
郡
花
泉
町
）
か
ら
薄

衣
宿
（
東
磐
井
郡
川
崎
村
）
ま
で
の
道
法
は
、
「
大
道
」
で
三
里
拾
三
丁
四
拾
間
」
（
「
薄
衣
村

風
土
記
御
用
書
出
」
）
、
「
小
道
」
で
二
拾
里
一
丁
四
拾
間
」
（
「
金
沢
村
風
土
記
御
用
書
出
」
）

と
あ
り
、
同
一
の
ル
ー
ト
（
気
仙
沼
街
道
）
が
「
大
道
」
と
「
小
道
」
で
表
示
さ
れ
て
い
る

の
は
そ
の
一
例
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
「
大
道
」
が
一
里

11-―
一
六
町
、
「
小
道
」
が
一
里

11六
町

の
割
合
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
「
大
道
」
が
一
二
六
町
を
も
っ
て
一
里
と
し
て
い
た
こ
と
は

間
違
い
な
い
が
、
「
小
道
」
の
方
は
統
一
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

俗
あ
り
て
万
事
異
な
る
こ
と
多
く
、
行
程
も
五
町
一
里
、
六
町
一
里
、

た
と
え
ば
、

占
川
占
松
軒
が
そ
の
著
「
東
遊
雑
記
」
の
中
で
、
「
仙
台
城
下
よ
り
北
方
は
、
今
に
夷
の
風

七
町
一
里
な
ど
と
所

ど
こ
ろ
に
て
替
わ
り
た
る
に
、
仙
台
城
下
よ
り
南
は
、
行
程
も
三
十
六
町
を
以
て
一
里
と
し

最
後
に
、
院
内
街
道
沿
い
の
主
な
村
に
つ
い
て
、
江
戸
中
期
の
状
態
を
「
風
土
記
御
用
書

出
」
に
よ
っ
て
簡
単
に
み
て
み
よ
う
。
院
内
街
道
の
起
点
で
あ
っ
た
山
目
宿
は
、
「
中
里
村

山
目
村
入
合
之
所
二
而
、
町
ハ
中
里
村
分
二
御
座
候
得
共
、
駅
場
銘
義
ハ
往
古
ガ
山
目
町
と

申
唱
」
え
て
き
た
も
の
で
、
慶
長
一
七
年
(
-
六
―
二
）
の
町
立
と
伝
え
て
い
る
。
こ
の
中

里
村
は
村
高
が
一
一
四
二
貫
五
四
三
文
（
田
一
九
五
貫
八
九
八
文
、
畑
四
六
貫
六
四
五
文
）
、

本
百
姓
四
四
三
人
（
他
に
水
呑
一
一
軒
、
借
屋
五
軒
）
で
総
人
口
二

0
九
五
人
（
男
一
―
―
一
五

人
、
女
九
七

0
人
）
で
あ
っ
た
。
山
目
村
は
村
高
一
四
二
貫
九
六
文
（
田
一

0
五
貫
六
一
五

文
、
畑
三
六
貫
四
八
一
文
）
、
本
百
姓
―

10四
人
（
他
に
水
呑
五
軒
、
借
屋
六
軒
）
で
総
人

口
九
四
八
人
（
男
五
―
一
人
、
女
四
一
二
七
人
）
で
あ
り
、
赤
荻
村
は
村
高
が
一
九
七
貫
一
―

一
軒
）
、
総
人
口
で
は
一

0
七
七
人
（
男
五
五
八
人
、

仙
台
藩
で
は
所
領
を
蔵
入
地
（
藩
の
直
轄
地
）
と
給
地
（
給
人
の
知
行
地
）
と
に
分
け
て

い
る
が
、
中
里
・
山
目
・
赤
荻
の
各
村
は
ほ
と
ん
ど
蔵
入
地
で
占
め
ら
れ
て
お
り
、
給
地
は

各
村
高
の
わ
ず
か
に
四
％
未
満
で
あ
る
。
ま
た
、
村
高
に
占
め
る
畑
の
割
合
は
約
二

0
％
前

院
内
街
道
の
う
ち
、
現
在
の
岩
手
県
に
属
す
る
部
分
は
山
目
か
ら
須
川
温
泉
ま
で
で
あ

る
。
こ
こ
で
は
、

そ
の
間
の
街
道
の
現
状
と
文
化
財
の
保
存
状
況
に
つ
い
て
、
次
の
区
分
に

山
目
ー
山
口
(
-
関
市
）

山
ロ
ー
厳
美
(
-
関
市
）

畑
三
四
貫
八
ニ
―
文
）
、
本
百
姓
二
三
九
人
（
他
に
水
呑

女
五
一
九
人
）
と
い
う
規
模
の
村
で

8
 



五

m
、
旧
国
道
交
叉
点
以
西
は
―
二

m
と
な
っ
て
い
る
。

記
と
略
称
す
る
）
に
は
、

と
な
っ
た
泥
田
廃
寺
跡
が
あ
る
。

礎
石
に
よ
っ
て
み
る
と
、
本
堂
建
物
跡
は
南
北
―

-
m

同 大
正
四
年
九
月
竣
工

十
一
月
建
立

右
の
道
標
の
下
部
は
、
も
と
の
位
置
に
埋
ま
っ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
道
標
の

あ
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
旧
道
は
旧
国
道
四
号
線
（
現
在
県
道
）
に
向
っ
て
西
進
す
る
が
、
分

岐
点
付
近
の
道
の
右
側
の
家
並
に
、

わ
ず
か
で
は
あ
る
が
昔
日
の
面
影
が
し
の
ば
れ
る
。
な

お
、
道
幅
は
一
関
市
水
害
復
興
対
策
都
市
計
画
事
業
に
よ
っ
て
拡
幅
さ
れ
、
分
岐
点
付
近
は

と
こ
ろ
で
旧
道
は
、
分
岐
点
か
ら
国
道
三
四
二
号
線
（
以
下
、
国
道
と
い
う
）
と
合
流
し

て
西
に
約
五

0
0
m
進
み
、
黒
沢
橋
か
ら
中
里
に
至
る
市
道
を
横
断
し
た
と
こ
ろ
か
ら
国
道

山
目

（
裏
面
）

が
祈
蒻
し
、
部
落
民
が
参
拝
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
碑
付
近
の
道
幅
は
四
ー

五

m
で
、
山
口
ま
で
全
線
舗
装
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
碑
か
ら
約
五

0
0
m
離
れ
た

右
手
の
国
立
岩
手
療
養
所
と
県
立
蓑
護
学
校
の
裏
山
に
は
、
昭
和
二
十
九
年
に
県
指
定
史
跡

余
、
東
西
―
―
―

-
m
余
で
あ
る
。
礎
石
は
南
北
に
五
箇
六
列
、
内
陣
に
一
二
箇
三
列
配
置
さ
れ
て

い
る
と
い
う
が
、
草
木
が
繁
茂
し
て
い
る
た
め
に
、
二

l
-―
一
の
大
き
な
礎
石
以
外
は
判
然
と

し
な
い
。
付
近
か
ら
は
平
安
中
期
の
布
目
瓦
が
発
見
さ
れ
て
お
り
、
遺
跡
の
占
さ
を
物
語
っ

て
い
る
。
安
永
四
年
（
一
七
七
五
）
の
山
目
村
の
「
風
土
記
御
用
書
出
」
（
以
下
、
安
永
風
土

泥
田
山
堂
跡
何
堂
相
立
候
と
申
骰
相
知
不
申
候
、
礎
之
跡
今
二
1

1

―
―
一
ケ
所
柑
残
居
、
其
近
所

5
瓦
等
今
二
掘
出
申
候
、
宝
暦
十
三
年
堂
跡
一
ニ
ヶ
所
二
御
書
上
仕
候
処
、
本
堂
井
鐘
楼
鼓
楼

厳

美

道

路

壱
里
参

落
民
一
同
が
祈
願
し
て
建
立
し
た
も
の
と
い
い
、
現
在
で
も
、

八
雲
神
社
の
縁
日
に
は
宮
司

至
五
串

（
正
面
）

園
の
傍
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。

以
上
の
う
ち
、

6
の
通
筋
は
現
在
の
国
道
三
四
二
号
線
と
ま
っ
た
く
異
な
っ
た
ル
ー
ト
で

あ
る
。

1
の
道
筋
も
国
道
と
大
幅
に
変
り
、

る
が
、
そ
の
他
の
区
域
は
ほ
と
ん
ど
変
化
が
な
い
と
い
っ
て
よ
い
。

山
目
ー
山
口

奥
州
道
中
か
ら
分
岐
す
る
院
内
街
道
（
以
下
、
旧
道
と
い
う
）
の
起
点
は
、
現
在
の
一
関

市
山
目
字
五
代
町
の
及
川
食
品
店
と
五
代
食
堂
と
が
対
面
し
て
い
る
所
で
あ
り
、
そ
の
分
岐

点
の
南
角
（
及
川
食
品
店
の
前
）
に
、
次
の
ご
と
き
安
山
岩
の
道
標
（
高
さ
一
三
六

em
、
幅

二
九
Cm

、
厚
さ
ニ
ニ
C
m
)

が
建
っ
て
い
た
が
、
六
ー
七
年
前
、
失
業
対
策
事
業
の
一
っ
と
し

て
行
な
わ
れ
た
道
路
舗
装
工
事
に
よ
っ
て
取
払
わ
れ
、
現
在
は
一
関
市
公
民
館
正
門
前
の
庭

一
、
南
照
井
堰

泉
村

都
合
九
ヶ
村
入
合
用
水

右
溜
高
五
百
六
拾
八
貫
八
百
拾
六
文

内
当
村
分
溜
高
百
四
拾
四
貫
二
百
廿
八
文

当
村
並
当
郡
山
目
村
前
堀
村
中
里
村
同
村
端
郷
中
里
町
作
瀬
村
細
谷
村
樋
口
村
平

と
記
し
て
い
る
。

分
岐
点
か
ら
約
―

km
西
進
し
た
と
こ
ろ
で
一
関
バ
イ
バ
ス
と
交
叉
し
、

ん
だ
辺
が
、
江
戸
時
代
の
山
目
村
と
赤
荻
村
（
と
も
に
一
関
市
）
の
境
で
あ
っ
た
。
そ
こ
に

は
、
寛
政
一

0
年
（
一
七
九
八
）
の
供
蓑
碑
（
高
さ
一

0
三
cm
、
幅
五
ニ
Cm

、
厚
さ
ニ
―

C
m
)

が
旧
道
の
右
側
に
南
堰
と
接
し
て
建
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
赤
荻
に
入
っ
て
最
初
に
み
る
石
碑

で
あ
る
が
、
頂
部
が
欠
損
し
て
い
る
の
で
、
何
の
供
養
碑
か
判
然
と
し
な
い
。
占
老
の
話
し

に
よ
れ
ば
、
寛
政
十
年
に
風
邪
が
流
行
し
た
時
、
山
目
村
か
ら
風
邪
が
入
ら
な
い
よ
う
、
部

ー

つ
い
で

2
の
道
筋
も
半
分
ぐ
ら
い
異
な
っ
て
い

七
七
五
）
の
赤
荻
村
の
「
風
土
記
御
用
書
出
」
は
照
井
堰
に
つ
い
て
、

6

瑞
山
ー
須
川
温
泉
(
-
関
市
）

5
 
下
真
坂
ー
瑞
山
(
-
関
市
）

と
分
れ
て
左
手
に
入
り
、
以
後
、
清
流
の
豊
か
な
照
井
堰
（
南
堰
）
の
南
側
に
沿
っ
て
、
国

道
の
南
約
―

-i-―1
0
0
m
の
と
こ
ろ
を
、
山
口
に
向
っ
て
西
進
し
て
い
る
。
安
永
四
年
（
一

さ
ら
に
約
―

km
進

，
 



と
あ
る
。
こ
の
泥
田
廃
寺
跡
の
左
手
五

0
0
m
の
と
こ
ろ
に
は
、
安
永
風
土
記
に

若
宮
八
幡
宮

一

小

名

若

宮

一

社

地

堅

五

間

横

二

間

一

社

南

向

二

尺

作

一

地

主

新

屋

敷

清

七

一

別

当

観

駕

院

一
祭
日
八
月
十
五
日
、
三
月
十
五
日

と
晶
さ
れ
た
若
宮
八
幡
宮
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
、
弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）
の
石
鳥
井
（
笠

木
の
翡
さ
二
八
六
e
m
、
柱
の
長
さ
二
五
―
-
c
m
、
柱
の
周
囲
八
―

Cm

、
安
山
岩
）
と
奉
納
石
且

井
建
立
碑
（
高
さ
一
四
六
e
m
、
幅
四
ニ
Cm

、
厚
さ
―
―

I
Q
c
m
)
、
元
禄
―
一
年
（
一
六
八
九
）
の

供
養
碑
（
高
さ
一

0
五
c
m
、
幅
五
O
c
m
、
厚
さ
一
五
e
m
、
安
山
岩
）
な
ど
が
あ
る
。
と
く
に

さ
て
、
照
井
堰
の
南
に
沿
っ
て
西
進
す
る
旧
道
は
、
鶴
巻
の
辺
で
東
北
自
動
車
道
に
よ
っ

て
一
時
分
断
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
か
ら
約
五

0
0
m
南
の
市
道
沖
線
と
の
交
点
（
萩
野
）

の
水
田
中
に
、
昭
和
五
十
一
年
ご
ろ
ま
で
は
縦
横
一

0
m
、
高
さ
約
一

m
の
塚
が
あ
り
、

そ

の
真
中
に
寛
永
四
年
（
一
六
七
二
）
の
石
碑
（
高
さ
一
四
三
c
m
、
幅
ー
―
―
-
．
-
c
m
、
厚
さ
ニ
ヒ
Cm

安
山
岩
）
が
建
っ
て
い
た
。
現
在
は
聞
田
さ
れ
た
た
め
に
、
松
の
木
の
磐
井
川
右
岸
堤
防
部

分
に
移
さ
れ
て
い
る
。
碑
の
中
央
に
は
七
つ
の
梵
字
が
刻
ま
れ
、
右
側
に
「
寛
永
四
年
二
月

十
日
」
、
左
側
に
も
五
字
ほ
ど
あ
る
が
、
風
化
が
著
し
く
刊
読
で
ぎ
な
い
。
江
戸
時
代
初
期

の
板
碑
で
あ
る
。
こ
の
碑
に
は
―
つ
の
伝
説
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
弥
悦
坊
と
い
う
意
地
悪

な
坊
主
が
七
地
の
人
々
を
困
ら
せ
て
い
た
の
で
、
怒
っ
た
村
び
と
は
萩
野
の
田
圃
の
中
に
穴

を
堀
り
、
鈴
を
持
た
せ
た
ま
ま
生
き
埋
に
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
弥
悦
坊
は
そ
の
後
も
時
折
士

中
で
鈴
を
鳴
ら
し
て
い
た
の
で
、
村
び
と
達
は
恐
ろ
し
く
な
り
、
そ
の
霊
を
慰
め
よ
う
と
塔

を
建
て
て
供
蓑
し
た
と
い
う
。
今
で
も
、
弥
悦
塔
と
か
弥
悦
坊
碑
と
呼
ん
で
い
る
。

東
北
自
動
車
道
に
一
時
分
断
さ
れ
た
旧
道
を
、
ふ
た
た
び
照
井
堰
に
沿
っ
て
進
む
と
赤
荻

小
学
校
の
南
に
逹
す
る
。
そ
の
辺
か
ら
約
―
k
m
右
手
の
宮
田
と
宿
に
は
、
①
曹
詞
宗
赤
荻
山

と
し
な
い
が
、
古
い
碑
の
一
っ
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

一
面
に
徽
が
生
え
て
読
み
と
れ
な
い
の
で
、
何
の
供
養
か
判
然

本
尊

要
津
院
と
＠
天
台
宗
正
慶
山
観
音
寺
が
あ
り
、
逆
に
約
―
k
m
左
手
の
清
水
に

0
橿
原
神
社
が

あ
る
。

い
ず
れ
も
元
禄
十
二
年
（
一
六
九
九
）
の
西
磐
井
郡
絵
図
（
以
下
、
元
禄
郡
絵
図
と

ま
ず
①
に
つ
い
て
は
、
安
永
四
年
（
一
七
七
五
）
の
「
要
津
院
内
出
」
に
、
「
当
寺
ハ
上

野
図
群
馬
郡
白
井
村
最
大
山
叢
林
寺
第
三
世
曇
英
恵
応
和
尚
、
文
亀
年
中
聞
山
」
と
あ
り
、

ま
た
、
「
最
初
之
地
移
替
之
事
」
と
題
し
て
、
「
最
初
ハ
当
村
（
赤
荻
村
）
之
内
'
J
袋
と
中
所
ニ

住
屈
仕
候
由
、
其
後
右
炉
焼
失
仕
、
唯
今
之
所
江
取
移
候
由
申
伝
候
、
唯
今
之
住
所
ハ
当
¥

第
二
世
忠
詰
和
尚
山
居
之
地
と
中
伝
候
処
、
何
世
以
前
何
年
之
頃
取
移
候
哉
、
相
知
不
申
候

巾
」
（
括
弧
内
筆
者
註
、

（
一
七
七
七
）
の
石
燈
籠
（
高
さ
一
五
ニ
Cm

、
安
山
岩
）
、
天
明
六
年
（
一
七
八
六
）
の
徳
利

碑
（
高
さ
―
ニ
―
―
-
c
m
、
幅
八
―

Cm

、
厚
さ
二
五
Cm

、
安
山
岩
）
、
文
政
五
年
(
-
八
二
二
）
の

南
無
阿
弥
陀
仏
碑
（
高
さ
一
六
―
-
c
m
、
幅
三
ニ
Cm

、
厚
さ
八
Cm

、
粘
板
岩
）
な
ど
が
あ
り
、

徳
利
盃
形
供
狸
碑
は
二
重
基
壇
上
に
あ
っ
て
、

「
頻
安
繁
居
士

月
十
四
日
」
と
刻
み
、
一
風
変
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
基
礎
（
二
段
栢
）
・
塔
自
・
中
台
・
盃

•
徳
利
の
順
に
爪
ね
て
五
i

塔
に
似
せ
た
も
の
で
、
こ
の
地
方
で
は
ま
こ
と
に
珍
し
い
供

性
碑
と
い
え
る
。

＠
は
「
観
音
芋

M
出
」
に
、
「
播
州
志
相
郡
舟
越
山
瑠
璃
光
坪
恵
教
法
印
、

延
暦
十
五
年

（
じ
九
」
ハ
）
聞
山
」
と
あ
り
、
「
本
山
ハ
御
城
下
天
台
宗
仙
岳
院
兼
惜
閃
山
中
杓
炉
惣
別
当
ニ

而
、
右
門
中
二
御
座
候
、
但
末
寺
無
御
座
候
」
と
品
さ
れ
て
い
る
。
観
音
I

ー
屈
内
に
は
観
音

堂
が
あ
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
安
永
風
土
記
は
、

こi
 

と
く

村
釦
存
観
音
堂

小
名
観
音
寺
内

勧
請
田
村
将
軍
御
下
向
之
節
、
延
暦
年
中
御
勧
請
之
由
申
伝
候
事

境
内
堅
二
百
拾
間
、
横
百
九
拾
間
一
堂
南
向
三
問
四
面
、
一
石
階

輻
八
尺

木
仏
立
像
、
御
長
一
一
尺
九
寸
、
春
日
之
作

長
二
拾
級
、

天
明
六
丙
年
五

供
狸
碑
は
刻
文
が
磨
滅
し
、

盃
形
供
養
碑
（
高
さ
ニ
―
―
-
O
c
m
、
安
山
岩
）

享
保
二
年
(
-
七
一
七
）
の
南
無
阿
弥
陀
仏

以
下
同
じ
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。
同
院
撓
内
に
は
、

明
和
六
年

略
称
す
る
）
に
記
載
さ
れ
て
い
る
寺
社
で
あ
る
。

共
二
申
上
候
間
、
此
度
ハ
本
堂
之
跡
計
一
ヶ
所
申
上
候
事
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em
、
体
高
四
八

em)
が
あ
る
。

と
述
べ
て
い
る
。
平
安
時
代
初
期
に
勧
請
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る
観
音
堂
は
、
赤
荻
村
の
鎖

守
で
あ
っ
た
。
そ
の
棟
札
に
よ
れ
ば
、
文
化
九
年
(
-
八
―
二
）
九
月
十
七
日
、
観
音
寺
住

職
宥
環
の
再
建
に
な
り
、
大
工
棟
梁
は
中
蒋
寺
弁
慶
堂
を
建
立
し
た
平
泉
高
館
の
住
人
小
野

か
源
太
夫
で
あ
る
。
堂
は
、
南
向
三
間
四
面
、
桁
行
梁
間
と
も
に
六
三
―

-cm
四
方
の
方
形
を

示
し
、
前
面
に
向
拝
を
、
奥
に
仏
殿
を
張
り
出
し
、
勾
欄
付
き
の
団
縁
を
ま
わ
し
て
い
る
。

屋
根
（
原
形
茅
仕
、
現
在
瓦
作
）
を
か
け
、
方
形
造
特
有
の
霧
盤
・
宝
珠
を
の
せ
て
い
る
。

そ
し
て
向
拝
に
は
元
禄
六
年
（
一
六
．
几
一
・
-
）
と
伝
え
ら
れ
る
鰐
口
（
縁
の
面
径
三
七
五

mm
、

村
銅
鋳
浩
）
が
あ
り
、
室
内
に
は
享
保
九
年
（
一
七
二
四
）

L
納
の
札
盤
（
平
面
六
六
七
r
n
m

こ
の
観
音
寺
の
門
前
や
境
内
に
は
、

た
く
さ
ん
の
古
碑
類
が
現
存
す
る
。
ま
ず
門
前
に
安

政
四
年
(
-
八
五
七
）
の
馬
頭
観
世
音
碑
（
高
さ
八

Ocm
、
幅
四
七
Cm

、
厚
さ
三

Ocm
、
自

然
石
）
、
天
保
二
年
(
-
八
三
一
）
の
金
毘
羅
大
権
現
碑
（
高
さ
―

-0五
cm
、
幅――

-Ocm
、

厚
さ
一
五
C
m
)
、
安
政
四
年
の
金
華
山
碑
（
高
さ
一

0
五
Cm

、
幅
六
一
―

-cm
、
厚
さ
―
―

-Ocm
、

安
山
岩
）
、
寛
政
七
年
（
一
七
九
五
）
の
祭
庚
己
申
己
碑
（
高
さ
二

O
O
c
m
、
幅
―
一
五

em
、

碑
（
古
向
さ
―
―
-
―
五

em
、
幅
九

0cm
、

Ptさ
芝
五
Cm

、
安
山
岩
）
、
嘉
永
四
年
(
-
八
五
一
）

の
山
神
碑
（
高
さ
九
じ
Cm

、
幅
五
―

-̂cm
、
厚
さ
―
―

I
Q
cm
、
目
然
石
）
、
寮
永
五
年
の
観

lIt
音

碑
（
高
さ
九
―

-cm
、
輻
じ

Ocm
、
厄
さ
三
五

em
、
日
然
石
）
な
ど
の
七
店
が
、
逍
に
面
し
て

右
か
ら
一
列
に
並
ん
で
い
る
。
さ
ら
に
燒
内
に
は
、
元
文
五
年
（
一
七
四

0
)
の
庚
申
供
蓑

碑
（
高
さ
一
九

Ocm
、
幅
九

Ocm
、
厚
さ
五

Ocm)、
文
政
四
年
(
-
八
―
二
）
の
狛
犬
一

対
（
高
さ
九
八
Cm

、
幅
四
―
-
C
r
n
)
、
享
保
十
年
（
一
七
二
五
）
の
石
燈
籠
一
対
（
火
袋
な
し
、

高
さ
―
―

-Ocm)、
天
保
十
年
(
-
八
三
九
）
の
石
造
神
馬
一
基
（
頭
部
欠
損
、
体
長
七

0

な
お
、
観
音
年
か
ら
約
五

0
0
m
右
手
に
経
墳
山
が
あ
り
、

そ
こ
に
は
鉢
を
伏
せ
た
形
状

明
和
六
年
（
一
七
六
九
）
の
奉
供
養
旱

□

祭
講
中
諸
願
成
就
所

の
経
塚
（
底
部
直
径
東
西
約
一
―

-
m
、
南
北
約
一
五

m
、
頂
部
直
径
―

-
m
、
高
さ
東
西
ニ
・

五

m
、
南
北
三
ー
三
・
五

m
)
が
あ
る
。
そ
の
塚
の
中
央
に
元
和
三
年
（
一
六
一
七
）
の
古

碑
（
高
さ
九
七
Cm

、
幅
三

0cm
、
靡
さ
一
七
Cm

、
安
山
岩
）
が
南
面
し
て
建
っ
て
い
る
。
安

永
風
土
記
に
「
一
経
壇
古
碑
、
高
三
尺
二
寸
、
幅
一
尺
一
寸
、
右
碑
面
上
二
梵
字
有
之
、
中

ニ
元
和
三
年
（
丁
已
）
四
月
日
宥
印
（
圃
）
敬
白
と
有
之
候
得
ハ
、
供
狸
碑
と
相
見
得
候
」
と

あ
る
の
で
、
現
存
す
る
碑
は
下
部
が
若
干
地
中
に
埋
れ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
院
内

街
通
関
係
古
碑
中
の
最
占
の
も
の
で
あ
る
。
碑
の
ヒ
部
に
あ
る
梵
字
は
大
日
如
来
を
表
わ
し

て
お
り
、

し
か
も
、
ー
11
碑
・
経
塚
と
も
に
原
形
が
良
く
保
た
れ
て
い
る
の
で
、
江
戸
時
代
初

0
橿
原
神
社
は
江
戸
時
代
に
日
光
枠
現
社
と
い
い
、
赤
荻
村
の
鉛
守
て
あ
っ
た
。
安
永
風

It
鉛
守
日
光
楕
現
社

小

名

清

水

勧
請
田
村
将
軍
東
夷
御
征
伐
之
節
、
延
暦
年
中
御
勧
請
之
由
申
伝
候
事

社

地

堅

拾

間

、

横

拾

間

一

社

東

向

二

間

作

一

烏

井

東

向

地
主
当
村
本
山
派
観
鷲
院
一
別
当
観
鷲
院

祭
日
三
月
八
日
、
九
月
八
日

明
治
元
年
(
-
八
六
八
）
に
神
仏
分
離
令
が
出
さ
れ
、
排
仏
毀
釈
運
動
が
起
こ
る
と
、

日

光
権
現
社
は
牛
頭
天
王
社
を
も
合
祀
し
て
い
た
関
係
か
ら
、
社
名
を
八
雲
神
社
と
改
称
し
、

さ
ら
に
大
正
二
年
(
-
九
一
1
-
-
)

ご
ろ
、
赤
荻
地
内
烏
森
山
中
の
橿
原
神
社
を
遷
座
し
て
八

こ
こ
に
橿
原
神
社
と
改
め
た
。
現
在
の
社
殿
は
、
昭
和
初
年
に
焼
失
し

た
後
に
再
建
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
神
社
入
口
付
近
に
は
、
寛
政
十
一
年
（
一
七
九
九
）

の
駒
形
供
蓑
碑
（
高
さ
一
五
じ
Cm

、
輻
六
四

cm
、
厚
さ
ニ
ー
―

-cm
、
安
山
岩
）
、
文
化
五
年
（
一

八
一
八
）
の
伊
勢
供
餐
碑
（
高
さ
七

Ocm
、
輻
五
一
―

-cm
、
厚
さ
四
五
Cm

、
安
山
岩
）
、
嘉
永
七

年
(
-
八
五
四
）
の
湯
殿
山
碑
（
高
さ
―
―
―

-cm
、
幅
九

Ocm
、
厚
さ
五

Ocm
、
自
然
石
）
、

文
政
十
年
(
-
八
二
じ
）
の
湯
殿
山
供
餐
碑
（
高
さ
三
―

--Ocm
、
幅
七
四

cm
、
厚
さ
三
一

Cm

、

自
然
石
）
、
慶
応
三
年
(
-
八
六
じ
）
の
天
照
大
神
宮
碑
（
高
さ
八
ニ
Cm

、
幅
六
一

Cm

、
厚
さ

実
神
社
に
合
祀
し

摩
さ
三
五

cm
、
安
山
岩
[
)

四
方
、
高
さ
二
八
五

mm
、
栗
材
）
が
骰
か
れ
て
い
る
。

卜
品
に
は
次
の
よ
う
に
晶
さ
れ
て
い
る
。

期
の
信
仰
を
知
る
卜
て
ま
こ
と
に
屯
只
爪
な
文
化
財
と
い
え
る
。

地
主
竹
村
天
台
宗
観
音
寺
一
別
当
観
音
寺

祭
日
一
二
月
十
七
日
、
九
月
十
七
日
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の
ば
せ
る
。

=
―
-
o
e
m
、
自
然
石
）
、
宝
暦
十
一
一
年
(
-
七
六
二
）
の
石
燈
籠
（
火
袋
な
し
、
高
さ
九
一

Cm

、

他
の
一
基
は
中
台
よ
り
上
部
欠
損
）
な
ど
が
あ
り
、

ま
た
境
内
東
側
に
は
無
年
号
の
石
造
神

馬
一
対
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
市
道
沖
線
か
ら
神
社
に
通
ず
る
道
の
分
岐
点
に
五
基
の
碑
が
建

っ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
、
左
か
ら
二
番

H
の
も
の
が
文
久
―
―
一
年
(
-
八
六
一
―
-
）
の
馬
頭
観
世

音
碑
（
高
さ
六
―

-cm
、
幅
四
―
―

-cm
、
厚
さ
一
―

-ocm
、
安
山
岩
）
で
あ
る
。

赤
荻
小
学
校
を
過
ぎ
て
、

旧
道
が
照
井
堰
と
交
叉
す
る
槻
本
（
月
本
）
に
は
、
寛
延
一
一
年

（
一
七
四
九
）
の
南
無
阿
弥
陀
仏
碑
（
高
さ
一
九

Ocm
、
幅
七

Ocm
、
厚
さ
二
五

cm
、
安
山

岩
）
、
享
保
九
年
（
一
七
二
四
）
の
庚
申
供
簑
碑
（
高
さ
八
五
Cm

、
幅
四
ニ
Cm

、
厚
さ
一
五

e
m
)
、
寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
の
切
妻
造
石
祠
（
祭
神
不
明
、
高
さ
八
九
Cm

、
安
山
岩
）

な
ど
が
、

旧
道
を
背
に
南
面
し
て
一
列
に
並
ん
で
お
り
、

山
ロ
ー
厳
芙

さ
ら
に
そ
の
東
側
に
は
、
古
碑
群

と
平
行
し
て
八
基
の
小
石
祠
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
保
存
良
好
で
、
街
道
筋
を
し

旧
道
は
こ
こ
か
ら
約
六

0
0
m
西
進
し
て
、
岩
手
県
交
通
山
口
停
留
所
付
近
で
国
道
と
合

流
し
、
そ
の
ま
ま
杭

T
坂
に
向
う
。
合
流
点
か
ら
約
一
―

1
0
0
m
右
手
に
雲
南
権
現
社
が
あ

り
、
そ
こ
に
は
江
戸
期
の
も
の
と
思
わ
れ
る
切
妻
造
の
石
祠
（
高
さ
―
―
―
-
o
e
m
、
間
口
五
一

e
m
、
奥
行
四
七
e
m
、
安
山
岩
）
の
ほ
か
に
、
寛
政
六
年
(
-
七
九
四
）
の
雷
神
供
養
碑
（
高

さ
―
―
四

cm
、
幅
九
二
Cm

、
厚
さ
二

Ocm
、
安
山
岩
）
、
文
政
二
年
(
-
八
一
九
）
の
庚
申

供
養
碑
（
高
さ
七
七
Cm

、
幅
六
―

Cm

、
厚
さ
―

-cm
、
自
然
石
）
が
あ
る
。

山
口
停
留
所
を
過
ぎ
る
と
、
杭
丁
坂
手
前
の
国
道
の
右
側
に
、
国
道
改
修
工
事
に
よ
っ
て

移
さ
れ
た
五
基
の
碑
が
並
ん
で
い
る
。
天
保
十
四
年
(
-
八
四
三
）
の
山
神
宮
碑
（
高
さ
八

六
e
m
、
幅
六
五
e
m
、
厚
さ
二
四
Cm

、
自
然
石
）
、
文
久
元
年
(
-
八
六
一
）
の
庚
申
供
養
碑

（
高
さ
九
五
Cm

、
幅
九

0cm
、
厚
さ
三

Ocm
、
自
然
石
）
、
文
久
二
年
(
-
八
六
二
）
の
金
華

山
碑
（
高
さ
一

0
三
e
m
、
幅
六
四

cm
、
厚
さ
ニ
―
―

-cm
、
自
然
石
）
な
ど
が
そ
の
主
な
も
の
で

あ
る
。
こ
れ
ら
の
古
碑
を
右
に
見
や
り
な
が
ら
進
む
と
、
国
道
は
崖
渕
を
右
手
に
大
き
く
迂

回
す
る
。
旧
道
は
そ
の
地
点
で
国
道
か
ら
左
に
分
れ
、
な
だ
ら
か
な
坂
道
（
杭

T
坂
）
を
く

だ
る
と
、
昔
の
五
串
村
と
赤
荻
村
（
と
も
に
一
関
市
）
と
の
境
で
あ
っ
た
杭

T
坂
橋
に
至

る
。
さ
ら
に
、

旧
道
は
磐
井
川
と
国
道
に
は
さ
ま
れ
た
田
圃
の
中
を
進
ん
で
い
る
が
、
こ
の

間
、
杭
丁
坂
橋
を
は
さ
ん
で
約
二

0
0
m
の
区
間
は
、

旧
道
の
面
影
が
良
く
残
っ
て
お
り
、

当
郡
（
西
磐
井
郡
）
五
串
村
江
之
通
路
」
、

「
当
郡
一
ノ
関
及
山
ノ
目
町
ガ
須
川
嶽
江
之
通
路
」
と
記
し
て
い
る
。
な
お
、
元
禄
郡
絵
図

を
み
る
と
、
こ
の
杭
丁
坂
付
近
に
一
里
塚
が
一
対
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
確
認
で
き
な
か
っ

杭
丁
坂
を
過
ぎ
る
と
、
旧
道
は
国
道
を
横
断
し
、
そ
こ
か
ら
岩
手
県
交
通
上
野
停
留
所
付

近
ま
で
の
約
―

10
0
m
ぐ
ら
い
の
間
は
、
国
道
の
す
ぐ
右
側
に
沿
っ
て
旧
道
ら
し
い
面
影
が

し
の
ば
れ
る
が
、
夏
草
が
繁
茂
し
て
い
る
た
め
に
判
然
と
し
な
い
。
上
野
停
留
所
南
側
の
水

一
関
市
教
育
委
員
会
が
発
掘
調
査
を
実
施
し
た
上
野
遺
跡

で
、
縄
文
晩
期
の
土
器
・
石
棒
・
士
板
・
石
鏃
・
石
剣
な
ど
が
出
土
し
て
い
る
。
こ
の
上
野

遺
跡
の
辺
か
ら
簡
易
保
険
保
養
セ
ソ
タ
ー
前
停
留
所
付
近
ま
で
の
旧
道
は
、

な
っ
て
い
る
が
、

ほ
ぼ
国
道
と
重

そ
の
先
き
は
国
道
と
分
れ
て
右
手
に
入
り
、
鈴
か
け
の
松
の
南
側
を
通
っ

保
餐
セ
ソ
タ
ー
入
口
右
の
山
桜
の
巨
木
の
南
側
に
、
明
和
一
一
年
（
一
七
六
五
）
の
塩
釜
供

蓑
塔
（
高
さ
二
三

Ocm
、
幅
一
―
―

-ocm
、
厚
さ
三
六

cm
、
安
山
岩
）
、
安
政
四
年
（
一
八
五

七
）
の
山
神
碑
（
高
さ
―

O
O
c
m
、
幅
六
九

cm
、
厚
さ
―

-ocm)
が
あ
り
、

さ
ら
に
、
鈴
か

け
の
松
の
根
元
に
古
碑
―

0
基
、
石
祠
二
基
が
建
っ
て
い
る
。
文
政
十
三
年
(
-
八
一
―

10)

の
三
峰
大
捨
記
碑
（
高
さ
一
四
三

cm
、
幅
五
七
Cm

、
原
さ
三
三

cm
、
自
然
石
）
、

（
一
八
三
五
）
の
行
山
供
姜
碑
（
高
さ
九
―
―

-cm
、
幅
五
九
Cm

、
厚
さ
四
―

-cm
、
自
然
石
）
、
寛

政
七
年
（
一
七
九
五
）
の
南
無
阿
弥
陀
仏
碑
（
高
さ
―
―
四
e
m
、
幅
九
九
e
m
、
厚
さ
三
ニ
Cm

、

安
山
岩
）
、
安
永
四
年
（
一
七
七
五
）
の
御
崎
大
明
神
碑
（
高
さ
―
―
四
Cm

、
幅
八
八
e
m
、
厚

さ一――

-cm
、
安
山
岩
）
な
ど
が
そ
の
主
な
も
の
で
あ
る
。
目
通
り
径
五

0
1七
Ocm
の
松
三

て
い
る
。

田
は
、
昭
和
五
十
三
年
八
月

天
保
六
年

こ。f
 

安
永
風
土
記
は
杭

T
坂
に
つ
い
て
、
「
長
五
拾
間

現
在
は
道
の
両
側
に
柵
が
設
け
ら
れ
て
、

一
関
市
の
サ
イ
ク
リ
ソ
グ
道
路
と
な
っ
て
い
る
。
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な
ど
が
境
内
を
囲
む
よ
う
に
し
て
並
ん
で
お
り
、
さ
ら
に
国
道
合
流
点
近
く
の
沖
野
々
に

十
七
甲
申
年
（
一
七

0
四
）
四
月
十
六
日
」
と
刻
ま
れ
て
お
り
、

稲
荷
社

一
小
名

一
勧
請

社
地

地
主

祭
日

文
が
あ
る
。

字
七
字
供
養
碑
（
高
さ
―
―
四
Cm

幅
六
六
c
m

厚
さ
三
八
c
m
、
安
山
岩
）
、
文
化
十
二
年

る
。
稲
荷
神
社
は
安
永
風
士
記
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

し
か

本
か
ら
な
る
鈴
か
け
の
松
に
は
次
の
よ
う
な
伝
説
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
五
串
村
に
住
む
大

す
み
長
者
を
慕
っ
て
は
る
ば
る
京
か
ら
訪
ね
て
来
た
人
が
、
長
者
に
逢
い
た
い
一
心
で
、
宿

ひ
ね
も
す
鈴
を

に
し
て
い
た
お
堂
の
後
の
松
の
木
に
鈴
を
か
け
、
わ
が
思
い
と
ど
け
よ
と
、

保
養
セ
ソ
タ
ー
入
口
付
近
か
ら
鈴
か
け
の
松
の
辺
ま
で
は
、
昔
日
の
街
道
筋
の
面
影
が
残

っ
て
い
る
が
、
そ
の
区
間
を
過
ぎ
る
と
、

旧
道
は
国
道
の
右
手
の
田
圃
の
中
を
進
ん
で
い
る

の
で
、
そ
の
間
約
―

1
0
0
m
は
ほ
と
ん
ど
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
に
つ
づ
く
厳
美
町

の
宿
と
沖
野
々
の
部
分
は
、
国
道
の
右
手
約
一

0
0
m
の
と
こ
ろ
を
旧
道
が
走
り
、

も
、
国
道
に
合
流
す
る
ま
で
の
約
七

0
0
m
の
区
間
は
、
道
幅
―
-
•
五I
-―-
mの
旧
道
が
良

く
残
っ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
稲
荷
神
社
と
街
道
筋
古
碑
が
あ
り
、
昔
日
の
面
影
が
し
の
ば
れ

或
田

天
文
六
年
(
-
五
三
七
）
勧
請
之
由
中
伝
候
処
、
誰
勧
請
と
申
俵
相
不
知
候
事

堅
拾
五
間
、
横
拾
九
間
一
社
南
向
三
間
作

正

楽

院

一

別

当

正

楽

院

―
―
一
月
十
日
、
九
月
十
日

そ
し
て
こ
の
稲
荷
神
社
に
は
、
安
政
一
一
年
(
-
八
五
五
）
の
山
神
碑
（
高
さ
―
―
六
Cm

、

幅
九
四
e
m
、
厚
さ
ニ
―

Cm

、
自
然
石
）
、
正
徳
元
年
(
-
七
―
-
)
の
愛
宕
大
権
現
碑
（
高
さ

一
四
―

Cm

、
幅
九
六
Cm

、
厚
さ
二
七
e
m
、
安
山
岩
）
、
宝
暦
十
三
年
（
一
七
六
三
）
の
梵
字
五

字
供
養
碑
（
高
さ
―

-
O
c
m
、
幅
―

o
o
c
m
、
厚
さ
二
九
Cm

、
安
山
岩
）
、
嘉
永
六
年
(
-
八

五
三
）
の
金
華
山
碑
（
高
さ
一
三
八
Cm

、
幅
六
七
e
m
、
厚
さ
八
e
m
)
、
宝
暦
十
三
年
（
一
七
六

三
）
の
梵
字
七
字
供
蓑
碑
（
高
さ
一
五
O
c
m
、
幅
五
九

cm
、
厚
さ
三
七

cm
、
安
山
岩
）
、
文

政
六
年
(
-
八
二
三
）
の
秋
葉
大
明
神
碑
（
高
さ
―
―
―

-og、
幅
六
四
c
m
、
厚
さ
四
一

C
m
)

は
文
久
四
年
(
-
八
六
四
）
の
金
毘
羅
供
狸
碑
（
高
一

0
四
e
m
、
幅
四
七

cm
、
厚
さ
二
四

cm
、

安
山
岩
）
、
同
年
の
秋
葉
山
碑
（
高
さ
―
―
四

cm
、
輻
八
六

cm
、
厚
さ
一
一
七

cm
、
安
山
岩
）

振
り
鳴
ら
し
た
と
い
い
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

厳
芙
町
沖
野
々
で
国
道
と
合
流
し
た
旧
道
は
そ
の
ま
ま
国
道
と
重
な
っ
て
小
河
原
ま
で
進

ん
で
い
る
。
合
流
点
か
ら
約
＝
―

1
0
0
m
国
道
を
進
む
と
、
右
手
に
温
泉
神
社
が
あ
る
。
大
日

霊
大
神
・
少
名
彦
大
神
・
日
本
武
尊
・
三
オ
大
明
神
を
祭
神
と
し
て
い
る
こ
の
神
社
は
、
当

初
は
須
川
嶽
頂
上
に
鎖
座
し
て
い
た
が
、
そ
こ
は
半
年
間
雪
に
閉
ざ
さ
れ
、

そ
の
上
、
坂
道

瞼
悪
の
た
め
日
常
の
参
拝
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。
村
民
は
こ
れ
を
な
げ
き
、
明
治
二
年
（
一

八
六
九
）
十
月
二
十
日
、
厳
美
町
宿
の
稲
荷
神
社
境
内
に
湿
泉
神
社
仮
遥
拝
所
を
置
き
、
明

治
七
年
水
沢
県
の
と
き
、
稲
荷
神
社
拝
殿
を
滝
の
上
の
現
在
地
に
移
し
て
稲
荷
神
社
と
相
殿

と
し
、
名
を
温
泉
神
社
と
改
め
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
明
和
元
年
(
-
七
六
四
）
の
梵

（
一
八
二
九
）
の
笠
塔
波
様
式
の
三
神
塔
（
高
さ
―

o
o
c
m
、
幅
三
五
Cm

、
厚
さ
三
三
Cm

、

安
山
岩
）
が
あ
り
、

と
く
に
三
神
塔
に
は
、
正
面
（
東
）
に
天
照
皇
大
神
、
右
側
面
（
北
）

に
金
毘
羅
大
権
現
、
左
側
面
（
南
）
不
明
、
後
面
（
西
）
に
文
化
十
二
年
九
月
二
十
日
の
刻

温
泉
神
社
を
見
や
り
な
が
ら
進
む
と
、
県
道
厳
美
平
泉
線
が
国
道
か
ら
右
手
に
分
岐
し
て

い
る
。
そ
れ
に
沿
っ
て
約
八

0
0
m
行
く
と
、

そ
こ
は
元
禄
郡
絵
図
に
載
っ
て
い
る
曹
洞
宗

珍
沢
山
長
慶
寺
で
あ
り
、
そ
の
参
道
の
左
側
に
正
徳
元
年
（
一
七
―
-
）
の
己
巳
供
義
碑
（
高

さ
一
四
―
―
-cm
、
幅
四
五
e
m
、
厚
さ
一
八

cm
、
安
山
岩
）
が
あ
る
。
寺
宝
に
聖
観
音
坐
像
（
全

長
四
ニ
Cm

、
寄
木
造
、
室
町
時
代
）
、
聖
徳
太
子
立
像
（
全
長
七
一
・
七

cm
、
一
木
造
、
室
町

時
代
）
、
鐘
（
内
径
一
一
七
．
―
―

-cm
、
総
高
四
四

cm
、
鋳
銅
製
）
が
あ
り
、
と
く
に
鐘
は
「
元
禄

一
関
市
内
の
鈍
の
中
で
最

も
占
く
、
貴
屯
な
文
化
財
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
同
寺
の
左
側
を
走
る
県
道
の
西
崖
上
に
、
文

政
十
三
年
(
-
八
―
―

10)
の
子
安
観
世
音
碑
（
高
さ
一
七
五
Cm

、
幅
九
四
Cm

、

11さ
六
O
c
m
、

安
山
岩
）
、
同
年
の
山
神
輝
（
高
さ
一
じ
o
c
m
、
幅
八
五

cm
、
限
さ
五
六

cm
、
安
山
岩
）
が

3

厳
美
ー
小
河
原

な
ど
四
基
が
旧
道
に
南
面
し
て
建
っ
て
い
る
。
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四―

-cm)
な
ど
が
国
道
の
右
側
に
建
っ
て
い
る
。

鈍
碑
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
が
、
確
認
し
な
か
っ
た
。

一
方
、
国
道
か
ら
左
手
に
分
岐
し
、
天
エ
橋
を
渡
っ
て
進
む
県
道
厳
美
萩
荘
線
に
沿
っ
て

約―

:
1
0
0
m
行
く
と
、
県
道
の
東
側
に
小
さ
な
伏
見
稲
荷
神
社
が
あ
り
、
そ
の
手
前
に
安
政

ム
九
年
(
-
八
五
八
）
の
石
燈
籠
（
総
高
一
」
ハ
O
c
m
)
が
建
っ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
さ
ら
に
約

1・100 m
行
っ
た
厳
美
中
学
校
校
庭
の
東
北
限
に
は
、
寛
政
一
云
一
年
（
一
じ
九
一
）
の
山
神
塔

食
9

さ
―
―
―

-cm
、
輻
五

111
cm
、
厚
さ
―

110
cm
、
安
山
岩
）
、
疫
・
い
一
；
一
年
(
-
八
六
七
）
の
令

剛
山
碑
（
ぶ
四
さ
一
九
O
c
m
、
幅
―
二
h
e
m
、
厚
さ
―
―
―

-cm
、
安
山
岩
）
な
と
が
並
ん
で
い

る
。
伏
見
稲
荷
神
社
か
ら
約
七

0
0
m
南
に
曹
測
宗
威
光
山
瀧
門
年
が
あ
り
、

（
一
八
四
四
）
再
建
の
本
堂
、
慶
応
二
年
(
-
八
六
六
）
建
立
の
市
裡
、
「
安
永
六
年
(
-
七

七
じ
）
九
月
日
、

不
許
輩
酒
入
山
門
」
と
刻
ま
れ
た
石
標
柱
の
ほ
か
に
、
参
道
の
左
側
に
元

文
四
年
（
一
七
三
九
）
の
石
地
蔵
（
総
高
―
―
七

em
、
幅
一

110
cm
、
厚
さ
一
七

cm
、
安
山
岩
）

が
あ
る
。
な
お
、
瀧
門
寺
境
内
に
は
熊
野
三
所
大
権
現
（
熊
野
神
社
）
と
正
観
音
堂
が
あ

り
、
そ
こ
に
は
明
和
八
年
（
一
七
七
一
）
の
石
燈
籠
（
火
袋
な
し
、
総
高
一
六
二

cm)
の
ほ

か
に
、
享
保
十
年
（
一
七
二
五
）
の
勢
至
菩
鋭
碑
と
元
文
元
年
(
-
七
三
六
）
の
観
世
音
菩

さ
て
、

旧
道
が
国
追
と
屯
な
っ
て
い
る
厳
史
町
沌
の

K
か
ら
樋
の
口
に
か
け
て
は
、
磐
井

川
の
す
ぐ
右
側
を
国
道
が
西
進
し
て
い
る
。
こ
の
地
区
に
は
寛
政
十
一
年
（
一
七
九
九
）
の

御
崎
碑
（
高
さ
一
八
O
c
m
、
輻
九
O
c
m
、
限
さ
二
O
c
m
、
.11
然
石
）
、
天
保
ト
ニ
年
(
-
八

四
一
）
の
山
神
碑
（
高
さ
一
五
六
Cm

、
輻
―

o
o
c
m
、

磐
井
川
上
流
の
こ
の
地
区
は
厳
美
渓
と
呼
ば
れ
、

厚
さ
二
八
Cm

、
安
山
岩
）
、
寛
保
―
―

年
（
一
七
四
二
）
の
己
巳
供
蓑
碑
（
高
さ
一
三
四

em
、
幅
七
五
Cm

、
浮
さ
六
四

em
、
安
山

岩
）
、
安
政
四
年
(
-
八
五
七
）
の
横
山
不
動
明
王
碑
（
高
さ
一
六
九

em
、
輻
六
八
Cm

、
厚
さ

と
く
に
、
天
エ
橋
南
の
吊
橋
付
近
か
ら

上
流
の
長
者
滝
橋
付
近
ま
で
の
奇
岩
渓
流
は
絶
景
で
あ
る
。
昭
和
二
年
九
月
五
日
、
国
の
名

勝
お
よ
び
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
名
勝
と
し
て
は
巻
の
華
、
東
の
東
屋
・
吊
橋

付
近
の
奇
岩
、
小
松
の
滝
、
惜
の
滝
、
長
者
滝
な
ど
が
あ
り
、
甑
穴
、
石
英
安
山
岩
質
凝
灰

岩
の
柱
状
節
理
が
天
然
品
念
物
と
な
っ
て
い
る
。
天
エ
橋
を
渡
っ
た
県
道
厳
梵
萩
荘
線
の
曲

角
に
、
大
正
八
年
(
-
九
一
九
）
三
月
建
立
の
石
柱
「
厳
芙
公
固
」
と
「
道
路
元
標
」
が
あ

り
、
ド
流
涙
畔
に
．
大
槻
文
彦
撰
・
大
槻
如
電
書
の
「
美
扉
偉
跡
」
が
あ
る
。
文
政
二
年
（
一

一
月
建
4IL
の
「
厳
美
渓
橋
之
記
、
陸
奥
国
磐
水
天
エ
橋
記
」
は
、
昭
和
二
十
三
年

九
月
十
五
日
の
ア
イ
オ
ン
台
風
洪
水
に
よ
っ
て
流
失
し
、
上
部
四
分
一
が
残
り
、
現
在
一
閃

な
お
、
厳
美
況
を
晶
載
し
た
主
な
も
の
と
し
て
、
享
保
四
年
（
一
七
一
九
）
の
「
奥
羽
観

跡
聞
老
志
」
（
佐
久
間
詞
巌
）
、
宝
暦
十
三
年
（
一
七
六
―
―
-
）
と
安
永
四
年
（
一
じ
七
五
）
の

「
五
串
村
風

t
記
御
用
甚
出
」
、
天
明
六
年
(
-
七
八
六
）
の
「
菅
江
真
澄
遊
覧
記
」
、
文
化

九
年
(
-
八
―
二
）
の
「
厳
石
歌
」
（
大
槻
磐
水
）
、
文
政
元
年
(
-
八
一
八
）
の
「
厳
芙
渓

橋
之
記
撰
」
（
松
崎
憬
堂
）
、
弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）
の
「
詩
歌
」
（
頼
醇
）
、
明
治
二
十
五

年
(
-
八
九
―
-
）
の
「
易
心
後
語
」
（
幸
田
露
伴
）
な
ど
が
知
ら
れ
て
い
る
。

長
者
橋
入
口
付
近
か
ら
約
―
―

:0
0
m
右
手
に
宇
南
権
現
社
が
あ
る
。
安
永
風
七
記
に
「
一

宇
南
権
現
社
、

一
社
地
堅
五
問
、
横
三
間
、

一
社
南
向
一
間
作
、

一
祭
日
九
月
十
九
日
」
と
あ
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。

現
在
は
、
周
囲
を
水
田
に
開
ま
れ
た
一

0
02
m
ほ
ど
の
社
地
に
数
本
の
い
木
か
繁
り
、
そ
の

中
央
に
切
友
tf
担
の
社
殿
が
鎖
座
し
て
い
る
。
社
殿
室
内
に
棟
札
が
あ
り
、

そ
れ
に
は
「
文
政

四
年
(
-
八
ニ
一
）
九
月
二
十
九
日
、
奉
建
立
咽
哺
大
権
現
守
護
子
孫
長
久
所
、
地
主
長
左

国
逍
が
左
に
ゆ
る
や
か
に
カ
ー
ブ
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
市
道
根
際
線
が
分
岐
し
て
い
る

が
、
そ
こ
か
ら
約
五

0
0
m
進
ん
だ
右
手
の
岩
石
が
屹
立
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
、

図
品
載
の
不
動
明
王
堂
が
あ
る
。
さ
ら
に
国
道
に
南
面
し
て
、
文
政
七
年
(
-
八
二
四
）
の
御

崎
大
明
神
碑
（
高
さ
一
五
五
Cm

、
幅
八
六

cm
、
厚
さ
三
六

cm
、
安
山
岩
）
、
文
化
二
年
（
一

八

0
五
）
の

□

山
大
明
神
碑
（
高
さ
一
五
一

Cm

、
幅
七
七

em
、
厚
さ
四
六

em
、

元
禄
郡
絵

安
山
岩
）
、

同
年
の
塩
釜
大
明
神
碑
（
高
さ
一
七
―

Cm

、
幅
七
九
Cm

、
厚
さ
五
O
c
m
、
安
山
岩
）
、

の
早
地
峰
大
権
現
碑
（
高
さ
一
九
五
Cm

、
幅
六
七
Cm

、
厚
さ
五
六
Cm

、
安
山
岩
）
、
天
明

□

年

衛
門
（
以
下
略
）
」
と
晶
さ
れ
て
い
る
。

地
主
・
別
当
宇
南
田
屋
敷
源
左
衛
門

一
小
名
宇
南
田
屋
敷
、

弘
化
元
年

巾
教
育
委
員
会
で
保
竹
し
て
い
る
。

あ
る
。

八
一
九
）

同
年
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の
塩
釜
供
養
碑
（
高
さ
一
八
六
Cm

、
幅
―

o
o
c
m
、
厚
さ
四
―
―

-cm)
、

0
)
の
雷
神
碑
（
高
さ
―
―
―

-Ocm
、
幅
九
ニ
Cm

、
厚
さ
三
八
C
m
)

な
ど
が
右
か
ら
一
列
に
並

ん
で
お
り
、
国
道
に
改
修
さ
れ
た
今
日
で
も
、
昔
日
の
街
道
筋
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て

こ
の
古
碑
群
と
は
反
対
に
、
国
道
の
左
手
、
磐
井
川
の
左
側
の
水
田
中
に
新
山
権
現
社
が

社
東
向
一
尺
五
寸
石
作
、

一
社
地
堅
八
問
、
横
七
間
、

さ
れ
て
い
る
が
、
戦
後
境
内
の
大
部
分
は
開
田
さ
れ
、
畦
畔
の
一
隅
に
わ
ず
か
に
幅
二

m
の

敷
地
が
残
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
そ
こ
に
、
風
七
品
品
載
の
も
の
と
思
わ
れ
る
入
母
屋

の
屋
根
を
か
け
た
石
祠
（
総
高
約
―

o
o
c
m
、
安
山
岩
）
、
慶
応
三
年
(
-
八
六
七
）
の
石
燈

籠
一
対
（
高
さ
約
一
五

Ocm
、
安
山
岩
）
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
後
方
は
縄
文
士
器

や
石
鏃
を
出
士
す
る
宮
田
遺
跡
で
あ
る
。
新
山
権
現
社
の
前
を
通
る
市
道
猪
岡
線
（
旧
猪
岡

街
道
）
に
沿
っ
て
、
夏
梨
地
内
に
万
延
元
年
(
-
八
六

0
)
の
金
華
山
碑
（
高
さ
一
九

Ocm

幅
一
四

Ocm
、
厚
さ
五

O
c
m
)
、
天
明
六
年
（
一
七
八
六
）
の
山
神
碑
（
高
さ
―
二
五
e
m
、
幅

四↓―

-cm
、
厚
さ
二
九
Cm

、
安
山
岩
）
、
寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）
の
御
崎
供
養
碑
（
高
さ
―

1
0

五
e
m
、
幅
一

O
O
c
m
、
厚
さ
―

-0cm
、
安
山
岩
）
が
あ
り
、
こ
れ
に
つ
づ
く
中
道
に
は
、
馬

頭
観
音
堂
と
そ
の
燒
内
に
寛
政
四
年
（
一
七
九
二
）
の
弁
天
碑
（
高
さ
―
―

-Ocm
、
幅
六

0

さ
て
、
国
道
が
磐
井
川
の
右
界
寄
り
に
ゆ
る
や
か
に
カ
ー
プ
す
る
地
点
の
左
手
に
、
磐
井

川
大
締
切
（
揚
堰
）
跡
が
あ
る
。
も
と
の
大
締
切
堰
堤
は
粗
染
・
三
角
枠
•
石
枠
等
に
よ
っ

て
水
を
せ
き
と
め
た
も
の
で
あ
る
が
、
豪
雨
に
よ
っ
て
大
部
分
が
流
失
し
、
現
在
は
清
水
上

橋
南
の
現
大
締
切
頭
首
エ
か
ら
約
―

1
0
0
m
下
流
の
磐
井
川
の
右
岸
に
、

わ
ず
か
に
石
組
み

が
残
っ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
現
存
す
る
石
組
み
は
、
約
一

0
m
の
間
隔
を
置
い
て
上
・
下

流
に
二
筋
み
ら
れ
、

上
流
は
一

m
内
外
の
石
が
三
個
、
下
流
は
一

i
-
-
m
の
石
が
五
個
で
、

石
組
み
の
形
を
な
し
て
い
る
。
な
お
、
安
政
元
年
(
-
八
五
四
）
十
月
、
西
磐
井
郡
大
肝
人

と
猪
岡
・
五
串
・
赤
荻
・
山
目
•
前
堀
・
作
瀕
・
細
谷
・
逹
谷
•
平
泉
・
中
尊
寺
の
各
村
肝

e
m
、
厚
さ
二
九
e
m
)
が
あ
る
。

入
が
、
磐
井
川
揚
堰
の
川
流
が
変
っ
た
た
め
、

と
照
井
堰
の
揚
水
割
合
を
確
認
し
た
。
そ
の
時
の
絵
図
面
（
「
磐
井
川
揚
堰
定
盤
据
付
絵
図
」
）

さ
ら
に
国
道
を
進
む
と
、
岩
手
交
通
小
河
原
停
留
所
に
至
る
。
そ
の
手
前
の
国
道
の
右
側

に
、
天
保
十
三
年
(
-
八
四
二
）
の
金
剛
山
碑
（
高
さ
一
八
四
Cm

、
幅
七
三
Cm

、
厚
さ
五
四

cm
、
安
山
岩
）
が
建
っ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
約
五

c
om
南
、
清
水
ヒ
橋
を
渡
っ
た
中
道
に

八
幡
神
社
が
あ
る
。
こ
れ
は
元
禄
郡
絵
図
に
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
安
永
風
士
品

に
も
「
一
八
幡
社
、

一
地
主
・
別
当
清
水
上
孫
六
」
と
み
え
て
い
る
。
こ
こ
に
は
、
文
政
十
一
年
(
-
八
二

八
）
の
石
惰
籠
（
総
高
一
八

Ocm
、
安
山
岩
）
、
元
文
二
年
(
-
七
三
七
）
の
梵
字
十
字
供
養

碑
（
高
さ
一
九

Ocm
、
幅
九

Ocm
、
厄
さ
ニ
―
―

-cm
、

の
大
六
天
碑
（
高
さ
じ

Ocm
、
幅
＝
―

-Ocm
、
厚
さ
二

0cm
、
安
山
岩
）
、
嘉
永
八
年
(
-
八

五
五
）
の
令
華
山
碑
（
高
さ
八
ニ
Cm

、
幅
一
二
七
Cm

、
げ
さ
一
七

cm
、
安
山
岩
）
、

（
一
七
五
八
）
の
石
祠
（
切
ど
造
、
総
高
一
―

-Ocm)
な
ど
が
あ
る
。

こ
の
八
幡
神
社
か
ら
約
六

0
0
m
左
k
方
に
駒
形
根
神
社
と
雲
南
権
現
社
が
あ
り
、

に
前
者
は
元
禄
郡
絵
図
に
「
御
駒
堂
」
と
あ
り
、
安
永
風
七
品
に
「
一
村
鎖
守
駒
形
社
、

一
勧
請
大
同
一
一
年
（
八

0
七
）
田
村
将
軍
御
勧
請
之
由
申
伝
候
事
、

て
い
る
。
こ
こ
に
は
多
く
の
占
碑
類
が
あ
る
。
ま
ず
、
本
殿
の
前
に
は
、
文
政
三
年
(
-
八

―
10)
の
石
燈
籠
（
総
高
二
六
五

cm
、

（
像
高
五
九
•
五
C
m、
安
山
岩
）
、
宝
暦
四
年
（
一
じ
五
四
）
の
石
鉢
（
正
面
幅
五
三
C
m、
奥

行
七
ニ
・
五

cm
、
高
さ
四
一

Cm

、

安
山
岩
）
、
文
化
十
四
年
(
-
八
一
七
）

四
足
付
き
、
安
山
岩
）
が
並
び
、
本
殿
の
右
側
に
明
和
九

年
（
一
じ
七
―
-
）
の
石
詞
（
総
高
一
三
九
Cm

、
安
山
岩
）
が
あ
り
、

に
は
、
文
化
十
一
一
年
(
-
八
二
九
）
の
口
本
大
権
現
碑
（
高
さ
一
五

Ocm
、
幅
六
六
e
m
、
厚

さ
二
四
C
m
)
、
嘉
永
七
年
(
-
八
五
四
）
の
湯
殿
山
碑
（
高
さ
二
六
五
e
m
、

拾
五
間
、
横
拾
芝
間

一
社
南
向
三
尺
作

の
狛
犬

一
地
主
・
別
当
山
口
屋
敷
甚
之
承
」
と
記
さ
れ

小
名
駒
形
、

一
社
地
堅

宝
暦
八
年

作 得
共
、
誰
勧
請
と
申
儀
相
知
不
申
候
事

そ
の
上
流
に
定
盤
石
を
据
え
つ
け
、
大
江
堰

一
社
地
堅
拾
五
間
、
横
九
間
、

安
山
岩
）
、
安
政
五
年
(
-
八
五
八
）と

く

さ
ら
に
、
本
殿
の
左
右

幅
一
五

Ocm
、

一
社
東
向
六
尺

一
小
名
清
水
上

一
勧
請
正
治
元
年
(
-
―
九
九
）
勧
請
之
由
申
伝
候

一
地
主
・
別
当
宮
田
屋
敷
留
兵
衛
、

一
祭
日
八
月
十
五
日
」
と
晶

あ
る
。
安
永
風
士
記
に
「
一
新
山
権
現
社

一
小
名
宮
田

い
る
。

に
大
締
切
が
画
か
れ
て
い
る
。

万
延
元
年
(
-
八
六
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em)
が
あ
る
。

厚
さ
三
五

cm)
、
寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
の
竹
駒
供
養
塔
（
高
さ
一
九
O
c
m
、
幅
六
八

cm
、

厚
さ
二
五

cm)
、
元
治
元
年
(
-
八
六
四
）
の
金
剛
山
碑
（
高
さ
―
―
―
一
四
Cm

、
幅
六
六
Cm

、

厚
さ
三
O
c
m
)
、
天
明
八
年
(
-
七
八
八
）
の
庚
申
碑
（
高
さ
―
一
八

cm
、

さ
二
三

em)
、
天
明
元
年
(
-
七
八
一
）
の
己
供
狸
碑
（
高
さ
一
七
六
Cm

、

厚
さ
五
O
c
m
)
な
ど
、

て
来
た
旧
道
は
、

安
永
風
土
記
に
「
一
四
ッ
石
大
明
神
、

共
相
知
不
中
候
事
、

さ
て
、

て
、
入
道
坊
主
供
餐
碑
の
前
か
ら
左
に
折
れ
、

九
月
九
日
」
と
記
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

幅
六
尺
と
申
石
、
御
神
体
二
相
祭
申
候
事

一
地
主
・
別
当
新
屋
敷
喜
惣
右
衛
門
、

一
祭
日

一
社
地
堅
拾
五
間
、
横
拾
間
、

一
社
辰
巳
向
、

一
小
名
四
ツ
石

一
勧
請
、
誰
勧
請
と
申
儀
並
年
月

4

小
河
原
ー
下
真
坂

幅
五
六
Cm

幅
六
七

em
、
厚

幅
六
四

em
、
岸

さ
一
五

cm)
、
文
化
三
年
(
-
八

0
六
）
の
無
量
寿
仏
碑
（
高
さ
ニ
ニ
五
Cm

、

い
ず
れ
も
安
山
岩
か
ら
な
る
古
碑
が
右
か
ら
一
列
に
並
ん
で
い
る
。

小
河
原
か
ら
下
真
坂
ま
で
の
区
間
は
、
入
道
橋
付
近
と
天
王
坂
の
二
か
所
を
除
け
ば
、

旧

道
が
ほ
と
ん
ど
国
道
と
市
な
っ
て
走
っ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
厳
芙
か
ら
国
道
と
煎
な
っ

入
道
橋
手
前
の
岩
手
県
交
通
入
道
停
留
所
付
近
か
ら
、
国
道
と
分
れ
て
左

手
に
進
む
が
、
そ
れ
と
は
反
対
の
国
道
沿
い
の
右
手
に
、
寛
保
一
一
年
（
一
七
四
二
）
の
塩
釜

宮
碑
（
高
さ
―
―
一
九
Cm

、
幅
九
O
c
m
、
厚
さ
三
六

cm
、
安
山
岩
）
、
寛
政
八
年
(
-
七
九
六
）

の
塩
釜
供
養
碑
（
高
一
七
O
c
m
、
幅
九
O
c
m
、
厚
さ
一
―

10
cm
、
安
山
岩
）
が
あ
り
、

さ
ら
に

そ
の
右
手
に
は
、
大
石
の
縦
に
四
つ
に
割
れ
た
石
を
神
体
と
す
る
四
ッ
石
大
明
神
が
あ
る
。

一
四
ッ
石
、
高
四
尺
、

入
道
停
留
所
付
近
で
国
道
と
分
か
れ
た
旧
道
は
、
磐
井
川
支
流
の
山
谷
川
を
越
え

さ
ら
に
山
の
神
（
大
山
祇
神
社
）
の
北
側
を

約
三

0
0
m
進
む
と
、
人
家
の
と
こ
ろ
で
ふ
た
た
び
国
道
と
合
流
す
る
。
そ
し
て
、
天
王
ま

で
は
国
道
と
屯
な
っ
て
進
み
、
そ
の
間
、
右
手
の
下
谷
地
に
不
動
明
王
堂
が
あ
り
、
そ
こ
に

は
享
保
三
年
(
-
七
一
八
）
の
石
祠
（
切
妻
造
、
総
高
七
五

em)
、
文
化
八
年
(
-
八
―
-
）

の
石
祠
（
切
及
造
、
総
高
一

0
1
cm)
、
嘉
永
五
年
(
-
八
五
―
-
）
の
石
燈
籠
（
総
高
一
四
三

市
右
衛
門
、

一
別
当
正
楽
院

一
祭
日
六
月
十
四
日
、

八
月
十
四
日
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

共
二
相
知
不
申
候
事

永
風
土
記
に
は
「
一
牛
頭
天
王
社
、

一
小
名
天
王
山
、

一
勧
請
、
誰
勧
請
と
申
儀
並
年
月
日

十
一
丁
二
哩
十

里
十
九
丁
一
二
哩
七
十

天
王
の
一
関
市
農
協
山
谷
支
所
の
と
こ
ろ
で
、
国
道
か
ら
右
手
に
衣
川
に
予
る
道
（
旧
衣

川
街
道
）
が
分
岐
し
て
い
る
が
、
そ
の
分
岐
点
の
農
協
東
南
隅
に
、
大
正
五
年
(
-
九
一
六
）

の
道
標
（
高
さ
―
二
六

cm
、
縦
横
各
三
O
c
m
、
安
山
岩
）
が
国
道
に
南
面
し
て
建
っ
て
い

る
。
院
内
街
道
に
は
江
戸
時
代
の
道
標
が
見
％
ら
な
い
の
で
、
大
正
五
年
に
建
立
さ
れ
た
も

の
で
は
あ
る
が
、

と
く
に
貴
屯
な
文
化
財
な
の
で
、
次
に
紹
介
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

（
正
面
1
1
南
面
）平

五
串
瀧
ノ
上

未
一
ノ
関

至
真
湯
温
泉

従
是

至
須
川
温
泉

（
右
側
1
1
西
面
）至

本
寺
学
校

至
瑞
山
田
尻

（
右
側
1
1
東
面
）北

至
上
衣
川
大
原
約
一
里

北
至
上
骨
生
沢
約
一
里
五
丁

（
災
側
1
1
北
面
）大

正
五
年
七
月
三
十
日
建
之

こ
こ
の
社
殿
は
権
現
造
り
で
、

一
里
十
七
丁
三
呼
五

三
里
二
十
丁
八
哩
一
―
-
+
―
―
―

四
里
十
五
丁
十
哩
七
十
七

六
里
一
丁
十
四
暉
六
十
四

山
谷
青
年
会
設
立

こ
の
道
標
の
南
方
で
、
国
道
と
磐
井
川
に
は
さ
ま
れ
て
い
る
杉
林
と
畑
の
と
こ
ろ
が
、
縄

文
前
期
の
庄
司
合
遺
跡
で
あ
る
。
道
標
か
ら
約
四

0
0
m
進
む
と
、
国
道
か
ら
右
手
に
菅
生

沢
に
至
る
道
（
市
道
菅
生
沢
線
）
が
分
岐
し
て
い
る
が
、
そ
こ
に
延
享
四
年
（
一
七
四
七
）

の
塩
釜
大
明
神
碑
（
高
さ
一
六
九
Cm

、
幅
一
三
O
c
m
、
厚
さ
三
―
―
-cm
、
安
山
岩
）
が
建
っ
て

い
る
。
さ
ら
に
右
手
に
は
、
元
禄
郡
絵
図
に
「
天
王
」
と
記
さ
れ
た
八
雲
神
社
が
あ
る
。
安

一
社
地
堅
拾
間
、
横
拾
間
、

一
社
南
向
一
二
間
作
、

一
地
主
山
谷
屋
敷

と
く
に
拝
殿
は
宝
暦
二
年
（
一
七
五
二
）
の
建
立
に
な
る
も

の
で
あ
る
。
参
道
の
右
側
に
文
政
十
年
(
-
八
一
一
七
）
の
金
華
山
碑
（
高
さ
ニ
ニ
O
c
m
、
幅
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る
続
石
大
明
神
が
あ
り
、

J

こ
に
は
、
「
奉
造
立
続
石
大
明
神
宮
氏
運
長
久
氏
孫
繁
昌
所
」

五
七
e
m
、
厚
さ
三
五

cm
、
安
山
岩
）
、
寛
保
四
年
（
一
七
四
四
）
の
天
照
大
神
碑
（
高
さ
一
六

五
e
m
、
幅
六
八
e
m
、
原
去

j

二
五
Cm

、
安
山
岩
）
、
文
政
五
年
(
-
八
―
―
二
）
の
天
照
大
神
碑

（
高
さ
一
七

Ocm
、
幅
九
．
―

-cm
、
限
さ
二
六

cm
、
安
山
岩
）
、
宝
暦
四
年
（
一
七
五
四
）
の
天

明
和
七
年
（
一
じ

七

0
)
の
西
国
．
一
十
三
所
順
礼
碑
（
立
方
塔
、
笠
、
宝
珠
有
、
総
高
一
六
八
C
m
)
、
文
久
二
年

（
一
八
六
二
）
の
天
照
大
神
碑
（
高
さ
一
五
じ
Cm

、
輻
五
八

cm
、
摩
さ
一
―
―

-cm
、
安
山
岩
）
、

寛
政
六
年
（
一
ヒ
九
四
）
の
西
国
三
卜
三
所
順
礼
碑
（
立
方
塔
、
笠
、
宝
珠
有
、
総
高
一
一
五

o
e
m
)
が
あ
り
、
社
殿
の
前
面
と
左
側
に
は
、
宝
暦
十
年
（
一
じ
」
ハ

0
)
の
石
怜
籠
（
高
さ

-――

-Ocm)、
文
政
五
年
(
-
八
一
―
二
）
の
宝
俊
印
石
塔
（
高
さ
二
九
六
C
m
)
、
文
久
二
年
（
一

八
六
二
）
の
天
照
大
神
碑
（
高
さ
一
五
七

cm
、
幅
五
八
Cm

、
摩
さ
ニ
―

-cm
、
安
山
岩
）
が
あ

る
。
そ
の
ほ
か
、
「
奉
＇
建
立
牛
頭
天
王
天
下
泰
平
国
家
安
全
％
村
繁
昌
二
如
意
満
足
之
牧
、

干
時
宝
暦
二
壬
申
天
九
月
十
五
日
、
別
当
正
楽
院
」
と
品
さ
れ
た
棟
札
を
所
蔵
し
て
い
る
。

こ
の
八
雲
神
社
か
ら
約
七

0
0
m
左
ヒ
方
の
釜
ノ
沢
に
は
、
安
永
風
卜
品
に
も
載
っ
て
い

と
い
う
延
享
元
年
（
一
七
四
四
）
の
棟
札
の
ほ
か
に
、
寛
政
九
年
（
一
じ
九
七
）
、
文
化
二

年
(
-
八

0
六
）
、
文
政
元
年
(
-
八
一
八
）
の
修
造
棟
札
が
良
く
保
存
さ
れ
て
い
る
。

さ
て
、
天
王
の
道
標
か
ら
約
八

0
0
m
進
む
と
、
国
道
は
白
附
の
と
こ
ろ
を
左
に
カ
ー
フ

し
て
下
真
坂
に
至
る
が
、

旧
道
の
方
は
、
白
附
の
と
こ
ろ
か
ら
右
手
に
分
れ
て
天
王
坂
を
登

る
。
そ
し
て
峠
部
分
は
公
葬
地
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
そ
こ
ま
で
は
旧
道
が
通
路
と
し
て
利

用
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
先
は
雑
木
や
藪
が
繁
茂
し
て
い
て
判
然
と
し
な
い
。
天
王
坂
を
お

り
て
、

旧
道
が
ふ
た
た
び
国
道
と
合
流
す
る
の
は
、
天
王
と
下
真
坂
の
塙
を
流
れ
る
沢
の
と

こ
ろ
で
あ
り
、

そ
こ
に
は
、
明
治
・
大
正
期
の
も
の
で
は
あ
る
が
、
馬
樅
神
、
馬
頭
観
音
碑

な
ど
一
こ
梧
が
並
ん
で
い
る
。

こ
の
合
流
点
か
ら
約
五

0
0
m
進
ん
だ
付
近
に
、
元
禄
郡
絵
図
に
あ
る
一
里
塚
が
大
正
五

年
(
-
九
一
六
）
ま
で
あ
っ
た
そ
う
で
あ
る
が
、
現
在
は
そ
の
根
跡
も
と
ど
め
て
い
な
い
。

こ
こ
か
ら
約
二

0
0
m
右

f
に
慈
恵
大
帥
拝
殿
が
あ
り
、

そ
の
後
方
の
逆
柴
山
に
は
、
狛
犬

照
大
神
碑
（
高
さ
―
二
七
Cm

輻
六

Ocm

厚
さ
一
五
Cm

、
安
山
岩
）

下
真
坂
ー
瑞
山

尼
炉
跡
、
尼
じ
J

北
御
獄
常
跡
」
と

一
対
（
高
さ
一
―
―
―
―

-cm
、
厚
さ
一
五

cm
、
体
長
三
五

cm
。
高
さ
四
―

Cm

、
厚
さ
一
四

cm
、
体
長

四――

-cm)
、
安
政
三
年
（
一
八
五
六
）
の
石
僭
籠
一
対
、
安
政
五
年
(
-
八
五
八
）
の
若
木
大

権
碑
（
高
さ
八
九
e
m
、
幅
五

0cm
、
厚
さ
一
五

cm)
、
安
永
五
年
（
一
七
七
六
）
の
慈
恵
大
師

家
碑
（
古
向
さ
一

iLocm
、
輻
六
五
Cm

、
限
さ
三
一

'

I

cm)
、
天
叫
元
年
（
一
七
八
こ
の
奉
寄
進

慈
恵
大
師
遺
塚
碑
（
高
さ
八
一

1-cm
、
幅
四
五
Cm

、
厄
さ
二
九

cm)
が
あ
る
。
さ
ら
に
下
真
坂

に
千
る
と
、
行
山
鹿
子
踊
供
善
塔
（
高
さ
一

O
O
c
m
、
幅
五

O
c
m
)
が
国
直
の
右
側
に
建
っ

下
真
坂
か
ら
瑞
山
に
至
る
区
間
は
、
丹
寿
橋
付
近
を
除
く
と
旧
道
が
ほ
と
ん
と
国
道
と
屯

な
り
、
あ
る
い
は
国
道
に
旧
っ
て
走
っ
て
い
る
。
本
寺
発
電
所
の
手
前
で
、
国
迎
か
ら
右
手

に
行
生
沢
に
至
る
道
が
分
岐
し
て
い
る
が
、
そ
れ
を
約
四

0
0
m
行
く
と
駒
形
根
神
社
に
至

る
。
こ
こ
に
は
文
化
二
年
(
-
八

0
五
）
の
鐘
（
高
さ
一
五

Ocm
、
直
径
七

Ocm)、
宝
暦
九

年
（
一
七
五
九
）
の
庚
申
供
雑
碑
、
宝
暦
十
二
年
(
-
七
六
二
）
の
奉
叱
翌
II
己
巳
供
養
塔
、

寛
政
五
年
（
一
七
九
三
）
、
文
化
十
三
年
(
-
八
一
六
）
、
享
保
十
一
[
-
年
（
一
じ
二
八
）
、

文

政
七
年
(
-
八
二
四
）
の
南
無
阿
弥
陀
仏
碑
、
文
久
三
年
(
-
八
」
ハ
―
―
-
)
の
行
山
鹿
子
踊
供

投
碑
、
文
化
元
年
(
-
八

0
四
）
の
御
崎
塔
な
ど
が
あ
る
。
本
寺
発
電
所
か
ら
約
七

0
0
m
 

左
手
に
、
磐
井
川
を
は
さ
ん
で
高
さ
約
一

0
0
m
の
四
度
花
山
が
あ
る
が
、
こ
こ
に
は
、
平

泉
野
の
大
日
山
中
杵
ャ
寸
の
僧
が
「
四
度
加
行
」
（
天
台
密
教
の
修
行
）
を
行
な
っ
た
と
こ
ろ

と
の
伝
説
が
あ
り
、

四
度
花
山
の
地
名
も
そ
れ
に
由
来
し
て
い
る
と
い
う
。

一
方
、
本
仔
郵
便
局
の
約
―

!
O
0
m
右
手
に
「
平
泉
野
」
が
あ
る
。
こ
れ
は
「
へ
い
せ
ん

の
」
と
も
「
ひ
ら
い
ず
み
の
」
と
も
呼
ば
れ
て
お
り
、
平
泉
の
閃
山
中
尊
I
ナ
の
も
と
あ
っ
た

場
所
と
い
い
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
安
永
風
し
記
に
よ
れ
ば
、
骨
卜
J

の
「
箪
子
沌
」
の
上
に
あ

る
と
晶
さ
れ
て
い
る
の
で
、
以
前
の
本
年
小
学
校
裏
一
帯
の
丘
陵
地
を
指
し
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。

風
十
品
は
大

ll
山
中
咋
年
跡
の
様
子
を
、
「
一
旧
跡
、

跡
、
中
尊
'
J
跡
東

5
 

て
い
る
。

栗
駒
山
法
範
芋
跡
、
法
福
芋
西

平
泉
野
東

大
H
山
中
咋
年
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側
に
建
っ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
南
の
方
向
に
七
ッ
森
が
あ
り
、
御
崎
・
三
吉
・
薬
師
•
愛

述
べ
、

さ
ら
に
、
大
日
山
中
尊
寺
が
平
泉
に
移
さ
れ
て
関
山
中
尊
寺
と
な
っ
た
模
様
を
「
一

牛
塚
：
．．．． 
往
古
平
泉
野
が
当
郡
中
尊
寺
に
引
移
候
節
、
仏
具
仏
器
等
運
搬
仕
り
候
節
、
死
牛

本
寺
郵
便
局
か
ら
国
道
沿
い
に
約
―

km
進
む
と
丹
寿
橋
に
か
か
る
。
旧
道
は
丹
寿
橋
の
手

前
か
ら
左
に
入
り
、
磐
井
川
を
越
え
て
ふ
た
た
び
国
道
と
合
流
す
る
が
、

だ
か
で
な
く
、

そ
の
間
の
道
は
さ

わ
ず
か
に
出
入
口
に
旧
道
の
面
影
が
し
の
ば
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
丹
寿
橋
を

渡
る
と
、
右
手
に
戦
国
時
代
の
目
半
館
跡
が
あ
り
、
さ
ら
に
約
七

0
0
m
進
む
と
、
瑞
山
地

内
の
国
道
と
市
道
と
の
分
岐
点
に
達
す
る
。
旧
道
は
こ
の
分
岐
点
で
国
道
と
分
れ
、
左
手
に

ヘ
ア
。
ヒ
ソ
カ
ー
ブ
し
て
い
る
市
道
上
を
井
戸
沢
に
沿
っ
て
西
進
し
て
い
る
。

瑞
山
地
区
に
は
、
分
岐
点
か
ら
約
七

0
0
m
左
前
方
に
下
り
松
堰
が
あ
る
。
銅
の
沢
か
ら

中
川
に
合
流
す
る
ま
で
の
一
里
の
用
水
路
で
あ
り
、
幅
は
広
い
と
こ
ろ
で
一
五

O
c
m
、
狭
い

と
こ
ろ
で
五

Ocm
程
あ
る
。
江
戸
時
代
に
引
か
れ
た
も
の
と
い
わ
れ
て
い
る
。
銅
の
沢
か
ら

牛
首
戸
、
牛
首
戸
か
ら
若
井
原
ま
で
の
二
区
間
は
隧
道
が
掘
ら
れ
、
前
者
は
約
六

0
0
m
、

後
者
は
約
三

0
0
m
も
あ
る
。
隧
道
内
の
水
路
は
落
差
が
あ
り
、
内
部
に
た
ま
っ
た
塵
芥
を

急
落
下
さ
せ
て
流
す
工
夫
が
こ
ら
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
約
五

0
0
m
左
手
に
杖
立
原
堂

が
あ
り
、
こ
こ
に
は
弘
法
大
師
伝
説
が
残
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
朝
日
の
昇
る
こ
ろ
錫

杖
の
祈
誌
を
す
る
と
、
地
下
か
ら
害
を
割
っ
て
清
水
が
湧
出
し
、

い
つ
も
涸
れ
る
こ
と
な
く

水
田
を
う
る
お
し
た
。
そ
の
上
、
こ
の
清
水
は
眼
病
・
胃
腸
病
・
流
行
病
に
も
き
い
た
の
で
、

里
人
は
こ
の
地
を
「
杖
立
原
」
と
称
し
て
石
堂
を
建
て
た
と
い
う
。
な
お
、
現
在
の
建
物
は

旧
道
が
瑞
山
で
国
道
と
分
岐
し
て
す
ぐ
右
側
に
、
塔
場
と
い
わ
れ
る
石
碑
（
高
さ
一
五

0

em
、
輻
一

O
O
c
m
)
が
あ
り
、

さ
ら
に
約
一
―

I
Q
0
m
南
に
進
む
と
、
首
も
げ
地
蔵
が
道
の
右

宕
・
足
尾
・
水
峰
な
ど
の
諸
神
の
石
祠
が
祭
ら
れ
て
い
る
。
七
ツ
森
の
麓
の
秋
葉
山
神
社
に

は
享
和
年
間
の
薬
師
堂
、
寛
政
年
間
の
梵
字
供
養
碑
、
文
化
年
間
の
山
神
碑
、
文
政
十
年

（
一
八
一
一
七
）
の
石
祠
な
ど
が
あ
る
。
七
ツ
森
か
ら
約
三

0
0
m
左
手
に
、
延
宝
八
年
（
一

大
正
十
三
年
(
-
九
二
四
）
の
も
の
で
あ
る
。

を
葬
候
塚
と
申
唱
候
事
」
と
記
し
て
い
る
。

六
八
0
)
の
開
繋
と
い
わ
れ
る
横
森
堰
（
長
さ
約
―
-
k
m、幅
―
•
五
m
I
-―
-
m
)が
あ
る
。

旧
道
の
は
る
か
南
を
流
れ
る
産
女
川
か
ら
、
「
わ
き
あ
が
り
」
と
い
う
工
法
で
用
水
を
引
き
、

横
森
の
穴
山
を
出
る
と
、
江
戸
沢
堰
・
高
面
堰
・
七
ッ
森
堰
の
三
堰
に
分
流
し
て
い
る
。

瑞
山
か
ら
の
旧
道
は
、
前
述
の
ご
と
く
、
井
戸
沢
に
沿
っ
て
走
る
市
道
と
ほ
ぼ
重
な
っ
て

い
る
が
、
国
道
と
の
分
岐
点
か
ら
約
五
km
西
進
し
た
と
こ
ろ
で
、
市
道
と
分
れ
て
右
手
の
山

林
中
に
入
る
。
そ
し
て
、
わ
ず
か
に
面
影
を
と
ど
め
て
い
る
旧
道
を
進
み
、
井
戸
沢
を
渡
っ

な
ら
い

た
と
こ
ろ
で
「
山
ご
西
風
」
に
達
す
る
。

（
高
さ
五
一
―

-cm
、
縦
横
各
―
―

-cm)
が
須
川
温
泉
の
方
に
向
っ
て
建
っ
て
い
る
。
「
向
、
右

須
川
温
泉
道
、
左
国
首
一
二
社
道
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
の
道
標
を
過
ぎ

て
、
旧
道
が
ふ
た
た
び
井
戸
沢
と
交
叉
す
る
地
点
か
ら
約
二

0
0
m
西
進
す
る
と
、
井
戸
沢

一
里
塚
が
南
北
に
対
を
な
し
て
現
存
し
て
い
る
。
元
禄
郡
絵
図
に
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
で

あ
り
、
道
の
北
側
の
塚
（
長
径
四

m
、
高
さ
―

-
m
)
は
、
井
戸
沢
の
増
水
を
見
こ
し
自
然
石

の
大
石
を
利
用
し
て
盛
士
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
頂
部
に
二

0
年
ほ
ど
の
胡
桃
の
木
が
生
え
て

い
る
。
南
側
の
塚
（
長
径
五

m
、
高
さ
二

m
)
も
盛
士
さ
れ
、
二

0
年
ほ
ど
の
板
屋
楓
の
木

が
あ
る
。
塚
と
塚
と
の
間
隔
は
約
五

m
あ
る
。

井
戸
沢
一
里
塚
か
ら
約
一
・
五
km
西
進
し
た
と
こ
ろ
に
、
「
中
央
」
と
呼
ば
れ
る
道
標
（
高

さ
六

Ocm
、
縦
横
各
一

4

ハ
cm)
が
道
の
右
側
に
あ
る
。
昭
和
九
年
の
設
立
で
は
あ
る
が
、
そ

れ
に
は
「
向
、
右
山
道
、
左
須
川
温
泉
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
約
一
・
五
km
南
に

国
首
山
が
み
え
る
が
、

そ
の
頂
上
に
は
三
つ
の
丈
余
の
巨
石
が
並
ん
で
お
り
、

（
国
常
立
尊
・
国
狭
槌
尊
・
曲
立
国
沼
尊
）
が
祭
ら
れ
て
い
る
。
道
標
か
ら
約
八

0
0
m
進
み
、

小
股
川
の
支
流
を
過
ぎ
た
と
こ
ろ
に
仏
坂
の
碑
（
高
さ
七

Ocm
、
幅
三
―
―

-cm
、
限
さ
九
Cm

、

年
号
不
明
）
が
あ
り
、
さ
ら
に
約
五

0
0
m
ほ
ど
登
っ
た
道
の
右
側
の
傾
斜
地
に
、
三

0
個

の
大
石
が
北
に
向
っ
て
二
！
三
個
ず
つ
点
在
し
、
一
番
奥
に
最
大
の
石
（
高
さ
二
五

Ocm
、

幅
一
五

O
c
m
、
厚
さ
―

O
O
c
m
)
が
あ
る
。
長
塚
婆
石
と
い
わ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

6

瑞
山
ー
須
川
温
泉

国
首
＝
―
-
神

J

こ
に
は
大
正
十
一
年
(
-
九
二
二
）
の
道
標
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る。
岩
手
県
分
の
院
内
街
道
は
こ
の
須
川
温
泉
ま
で
で
あ
り
、

そ
れ
以
西
は
秋
田
県
分
と
な

安
永
風
土
記
に
よ
れ
ば
、
京
田
屋
敷
太
郎

之
内
、
檜
山
江
出
ル
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

2

神

社

ば
こ
坂
を
登
り
、

さ
ら
に

、
ズ
川
と
ェ
ッ
タ
川
を
越
え
る
と
名
残
ヶ
原
に
達
す
る
。
そ
し

こ
こ
を
過
ぎ
る
と
、

一
三
五
五
・
九

m
)
の
南
麓
を
進
む
と
、

ず
る
流
れ
と
出
会
い
、

を
し
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

る。
大
正
五
年
七
月
三
十
日
建
立
、
立
方
桂
石
、
本
文
中
に
詳
記
し
た
。

以
前
、
強
力
達
が

0
天
王
の
道
標
(
-
関
市
厳
美
町
字
天
王
）

旧
逍
は
し
だ
い
に
登
り
坂
と
な
り
、

0
五
代
町
の
道
標
(
-
関
市
公
民
館
保
管
）

と
く

や
が
て
東
桂
沢
に
沿
っ
て
開
か

れ
た
林
道
と
交
叉
し
、
桂
峠
に
達
す
る
。
こ
の
付
近
は
昔
日
の
面
影
が
し
の
ば
れ
、

に
、
東
桂
沢
の
林
道
と
交
叉
し
た
地
点
か
ら
南
西
に
進
む
約
五

0
0
m
ぐ
ら
い
の
区
間
は
、

旧
道
が
そ
の
ま
ま
登
山
道
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
の
で
、
幅
一
・
五

m
ぐ
ら
い
の
道
が
比

較
的
良
く
残
っ
て
い
る
。
ま
さ
に
「
歴
史
の
道
」
と
い
っ
た
惑
が
す
る
。
桂
峠
を
越
え
、
弘

法
大
師
の
廉
羅
つ
き
石
と
手
洗
い
石
と
呼
ば
れ
て
い
る
石
を
左
に
み
な
が
ら
、
家
森
（
高
さ

や
が
て
平
坦
な
地
に
出
る
。

「
お
花
畑
」
と
呼
ん
で
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
こ
を
過
ぎ
る
と
、
狐
形
山
に
つ
ら
な
る
傾

斜
地
の
狭
い
道
の
南
側
に
、
石
積
み
場
と
呼
ば
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
た
く
さ
ん
の
小

石
が
積
ま
れ
て
い
る
。
元
禄
郡
絵
図
に
よ
れ
ば
、
こ
の
地
点
に
一
里
塚
が
あ
っ
た
こ
と
に
な

る
が
、
そ
れ
ら
し
い
も
の
は
見
当
ら
な
い
。
あ
る
い
は
、
こ
の
石
旗
み
場
が
一
里
塚
の
代
役

石
積
み
場
か
ら
五
！
六

0
0
m
進
む
と
、
旧
遁
は
磐
井
川
の
水
源
地
か
ら
北
奥
の
滝
に
通

や
が
て
、
道
の
左
右
に
女
沼
・
男
沼
を
見
や
り
な
が
ら
十
七
坂
・
う

て
、
名
残
ヶ
原
を
横
断
す
る
旧
道
の
傍
に
、
賽
の
川
原
の
石
禎
み
場
が
あ
り
、
さ
ら
に
二
〇

0
m
行
く
と
経
塚
が
あ
る
。
こ
こ
か
ら
岩
の
間
の
小
さ
な
道
を
く
だ
る
と
、
硫
黄
の
臭
と
湯

煙
に
お
お
わ
れ
た
須
川
温
泉
で
あ
り
、
そ
こ
は
秋
田
県
と
の
境
で
も
あ
っ
た
。
元
禄
郡
絵
図

に
よ
れ
ば
、
須
川
温
泉
ま
で
進
ん
で
き
た
院
内
街
道
は
、
そ
の
先
き
、
「
此
道
仙
北
椿
台
村

な
お
、
須
川
温
泉
は
標
高
―

1
0
0
m
の
高
山
に
位
置
す
る
硫
黄
泉
で
あ
り
、

し
か
も
、

江
戸
時
代
に
あ
っ
て
は
秋
田
藩
と
の
境
で
あ
っ
た
か
ら
、
仙
台
藩
で
は
五
串
村
に
「
御
境
古

人
並
須
川
嶽
硫
黄
山
，
f
リ
」
を
置
い
て
い
た
。

助
・
礼
沢
屋
敷
惣
太
郎
•
清
水
屋
敷
善
助
・
沖
屋
敷
七
左
衛
門
の
四
名
が
そ
れ
で
あ
る
。

道
標
と
一
里
塚

大
正
四
年
―
一
月
建
立
、
立
方
柱
石
、
「
厳
美
道
路
」
と
あ
る
。

0
山
ご
西
風
の
道
標
(
-
関
市
厳
美
町
猪
岡
）

大
正
十
一
年
六
月
建
立
、
立
方
柱
石
、
「
向
、
右
須
川
温
泉
、
左
国
首
三
社
道
」
と
あ

0
中
央
の
道
標
(
-
関
市
厳
美
町
猪
岡
）

昭
和
九
年
八
月
建
立
、
立
方
柱
石
、
「
向
、
右
山
道
、
左
須
川
温
泉
」
と
あ
る
。

0
井
戸
沢
一
里
塚
(
-
関
市
厳
美
町
瑞
山
）

元
禄
郡
絵
図
に
記
載
の
も
の
で
、
道
の
南
北
に
二
基
の
塚
が
現
存
し
て
い
る
。

0
橿
原
神
社
(
-
関
市
赤
荻
字
清
水
）

「
安
永
風
士
記
」
に
い
う
村
鎖
守
、

日
光
権
現
社
で
、
元
禄
郡
絵
図
所
載
。
明
治
初
年

に
八
雲
神
社
、
大
正
初
年
に
橿
原
神
社
と
改
称
。

0
駒
形
根
神
社
(
-
関
市
厳
美
町
字
上
山
口
）

「
安
永
風
土
記
」
に
い
う
村
鎖
守
・
駒
形
社
で
、
大
同
二
年
の
勧
請
と
伝
え
て
い
る
。

元
禄
郡
絵
図
に
も
「
御
駒
堂
」
と
あ
る
。

0
八
裏
神
社
(
-
関
市
厳
美
町
字
天
王
）

拝
殿
は
宝
暦
二
年
の
建
立
。
元
禄
郡
絵
図
に
「
天
王
」
と
記
載
し
て
い
る
。

街
道
筋
に
残
る
主
な
文
化
財
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4
 0

橿
原
神
社
入
口
付
近
の
古
碑
郡
（
一
閃
市
赤
荻
字
清
水
）

古
0
弥
悦
坊
古
碑
（
一
閃
市
赤
荻
字
口
袋
）

寛
永
四
年
一

1

月
十
日
の
銘
が
あ
る
。

寛
保
四
年
の
天
照
大
神
碑
を
は
じ
め
、
宝
暦
・
明
和
・
寛
政
・
文
政
・
文
久
の
古
碑
な

0
八
雲
神
社
境
内
の
占
碑
群
(
-
関
市
厳
美
町
字
天
王
）

碑

尤
年
再
建
、
中
裡
は
慶
応
―
一
年
の
建
立
で
あ
る
。

0
山
口
の
古
碑
群
（
一
閃
市
厳
美
町
字
山
口
）

0
ヒ
の
台
の
古
碑
群
（
一
閃
市
厳
梵
町
字
上
の
台
）

な
ど
が
あ
る
。

像
が
あ
る
。

曹
洞
宗
。
珍
沢
山
。
江
刺
郡
黒
石
村
正
法
寺
七
世
良
椿
和
尚
を
開
祖
と
し
て
伝
え
て
い

る
（
宝
暦
風
土
品
）
。
同
年
に
は
室
町
時
代
の
も
の
と
伝
え
る
聖
徳
太
子
像
・
聖
観
音

0
瀧
門
炉
(
-
関
市
蔽
史
町
字
鴻
之
巣
）

曹
洞
宗
。
威
光
山
。
礼
刺
郡
黒
石
村
正
法
寺
二
世
月
泉
和
尚
の
弟
子
占
山
和
尚
に
よ
り

応
永
じ
年
間
山
と
伝
え
て
い
る
（
宝
暦
風
士
品
）
。
元
禄
郡
絵
図
所
載
。
本
堂
は
弘
化

ど
が
あ
る
。

0
長
慶
仔
（
一
閃
市
厳
芙
町
字
占
館
）

山
と
伝
え
て
い
る
（
安
永
風
土
品
）
。
元
禄
郡
絵
図
所
載
。

0
鈴
か
け
の
松
付
近
の
古
碑
群
（
一
閃
市
厳
芙
町
字
雨
田
）

天
台
宗
。
正
慶
山
。
播
州
志
柑
郡
舟
越
山
瑠
璃
光
寺
恵
教
法
印
に
よ
り
延
暦
十
五
年
間

天
保
十
四
年
の
山
神
宮
碑
・
文
久
元
年
の
庚
申
供
養
碑
な
ど
が
あ
る
。

0
観
音
か
（
一
閃
市
赤
荻
字
宿
）

0
杭
丁
坂
の
古
碑
群
(
-
関
市
厳
梵
町
字
曲
豆
料
）

山
と
伝
え
て
い
る
（
安
永
風
上
記
）
。

寛
政
九
年
の
石
祠
な
ど
八
悲
と
享
保
九
年
の
庚
申
供
韮
碑
な
ど
が
あ
る
。

0
要
清
院
（
一
閃
市
赤
荻
字
宮
田
）

曹
洞
宗
。
赤
荻
山
。
ヒ
州
郡
馬
郡
白
井
村
叢
林
年
三
世
螢
英
和
尚
に
よ
り
文
亀
年
中
間

f
安
中
期
（
―
-
世
紀
前
後
）
の
遺
跡
。

0
泥
川
廃
ィ
J

跡
(
-
関
市
山
目
字
泥
田
山
下
）

究
政
ト
一
年
の
駒
形
供
握
碑
を
は
じ
め
、
文
化
・
文
政
・
・
祐
永
・
文
久
・
疫
応
の
ト
11
碑

元
文
五
年
の
庚
申
供
養
碑
を
は
じ
め
、
明
和
・
寛
政
・
天
保
·
嘉
永
•
安
政
の
古
碑
な

0
経
壇
山
の
経
塚
と
占
碑
（
一
閃
巾
赤
荻
字
宿
）

江
戸
初
期
の
も
の
て
保
存
良
好
。
と
く
に
古
碑
は
元
和
三
年
四
月
と
あ
り
、
院
内
街
道

閃
係
古
碑
中
の
最
占
の
も
の
で
あ
る
。

0
槻
本
の
古
碑
と
石
祠
群
（
一
閃
市
赤
荻
字
槻
本
）

明
和
二
年
の
塩
釜
供
善
塔
を
は
じ
め
、
安
永
・
寛
政
・
文
政
・
天
保
•
安
政
の
古
碑
な

0
稲
荷
神
社
椛
内
の
占
碑
群
(
-
関
市
厳
芙
町
字
宿
）

正
徳
元
年
の
愛
宕
大
権
現
碑
を
は
じ
め
、
宝
暦
・
文
化
・
文
政
・
嘉
永
•
安
政
の
占
碑

窟
政
一
1

介
の
山
神
塔
・
慶
応
：
一
年
の
金
剛
山
塔
な
ど
が
あ
る
。

天
明

□

年
の
塩
釜
供
性
塔
を
は
じ
め
、
文
化
・
文
政
・
万
延
の
占
碑
な
ど
が
あ
る
。

0
駒
形
根
神
社
の
IIl
碑
群
（
一
閃
市
厳
梵
町
字
ヒ
山
口
）

天
明
八
年
の
庚
申
碑
を
は
じ
め
、
寛
政
・
文
化
・
嘉
永
・
元
治
の
古
碑
な
ど
が
あ
る
。

（
千
手
観
音
菩
薩
）
。

ど
が
あ
る
。

聞
山
と
伝
え
て
い
る

（
安
永
風
上
！
中
）
。

西
秤
井
地
方
三
卜
•
,, 
霊
場
巡
り
の
一
番
札
所

曹
洞
宋
。
妙
宜
山
。

栗
原
郡
＾
二
追
岩
ケ
崎
村
黄
令
が
四
世
迂
庵
和
尚
に
よ
り
大
永
尤
年

0
観
音
り
塙
内
と
門
前
の
古
碑
町
（
一
閃
市
赤
荻
字
宿
）

0
円
晶
I
J

（
心
囚
巾
山

ll
字
館
）

な
ど
が
あ
る
。

3

寺

院
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昭
和
二
年
九
月
五
日
国
指
定
。
名
勝
お
よ
び
天
然
記
念
物
。

る。 延
宝
八
年
の
聞
繋
と
伝
え
て
い
る
。
長
さ
約
―

-kmo

江
戸
時
代
に
引
か
れ
た
も
の
と
伝
え
て
い
る
。
長
さ
約
四

kmo

0
南
照
井
堰
(
-
関
市
）

5

堤

堰

安
永
の
慈
恵
大
師
家
碑
・
天
明
元
年
の
奉
寄
進
慈
恵
大
師
道
塚
碑
な
ど
が
あ
る
。

享
保
十
一
云
一
年
の
南
無
阿
弥
陀
仏
碑
を
は
じ
め
、
宝
暦
・
寛
政
・
文
化
・
文
政
・
文
久
の

占
碑
な
ど
が
あ
る
。

江
戸
時
代
開
繋
。
磐
井
川
の
大
締
切
(
-
関
市
厳
箕
町
字
山
口
）
を
堰
元
と
し
て
、
赤

荻
•
山
目
•
前
堀
・
中
里
・
同
端
郷
中
里
町
・
作
瀕
・
細
谷
・
樋
ロ
・
平
泉
の
九
か
村

の
入
会
用
水
。

0
下
り
松
堰
(
-
関
市
厳
芙
町
瑞
山
）

0
横
森
堰
(
-
関
市
厳
芙
町
瑞
山
）

0
磐
井
川
大
締
切
盆
揚
堰
）
跡
(
-
関
市
厳
美
町
字
山
口
）

現
在
の
大
締
切
頭
首
の
下
流
二

0
0
m
の
地
点
に
石
組
み
の
形
が
わ
ず
か
に
残
っ
て
い

0
厳
芙
渓
(
-
関
市
厳
美
町
）

0
駒
形
根
神
社
の
古
碑
群
（
一
閃
市
厳
芙
町
本
寺
）

0
大
師
堂
の
占
碑
群
(
-
関
市
厳
芙
町
本
年
）

ど
が
あ
る
。

21 



ー関市 濯原神社入口の古碑群
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置
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ー関市観音寺

一閲市観音寺門前の古碑群

ー関市 街道筋古碑群 （赤荻）

ー関市古碑 （赤荻）

ー関市 古碑群 （杭丁坂）
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ー間市 街道筋の鈴かけの松

-1111市 1日街道

ー関市 長慶寺本堂全景

ー関市御崎碑 （寛政11年）

一閲市 熊野三所大権現石燻ll

一閲市 ；龍門寺本堂
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ー関市溝門寺参道石地蔵

ー関市惜（おがせ）の滝

ー関市 古碑群（厳美中学校付近）
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ー関市 磐井川旧大締切石組み
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一閲市 駒形恨神社

-1111市八雲神社拝殿

ー関市 八雲神社参道
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院内街道

66 65 64 63 62 61 60 59 58 57 56 55 54 51 53 52 51 50 49 48 47 46 45 44 43 42 41 40 39 38 37 36 35 34 3 3 32 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 
番
E

汀

名
起
A
5附
近

猿
田
彦
大
神
社

円
滴
寺

古
詑
八
幡
宮
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立
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坊
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の
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寺
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天
台
宗
正
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経
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も

街
道
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碑
群
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黒
沢
街
道
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碑
群

製
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南
権
現
社

複を図

杭
丁
坂
古
碑
群

・
宝
領
権
現
社

三
椒
神
社
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上
野
遺
跡

形

熊
野
神
社
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街

道
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碑

群

地

の

三
宝
荒
神
社

稲
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神
社

・
旧

街

道
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碑

群

分

長
慶
寺
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古
館
跡
（
丘
串
城
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万

5
 

の

温
泉
神
社

・
街
道
筋
古
碑
群

御

霊

神

社

行
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滝
門
寺

伏
兄
稲
荷
神
社

・
古

碑

群

同

名

勝

お

よ

び

天

然

記

念

物

麻

美

渓

、

て得

宇
南
権
現
社

・
古
碑

不
動
明
王
堂

・
古

碑

群

を

新
山
権
現
社

・
古

碑

認

ヽ

馬
頭
観
音
堂

・
古

碑

7

佗
片
川
大
締
切
跡

．
P
-
吉

神

社

・

古

館

即院理

八
枡
神
社

旧

街

道

筋

古

碑

也

i
 

駒
形
根
神
社

・
奇

芯

品

権

現

社

土

石

k
明
神
・

111
の
神
社
・古
仰

国
省

111街
道

四

ッ

不

動

叫

£

堂

設

床
川
＾
11
遺
椅
・
滋
襟

建

八
吋
パ
神
社

i

統

石

大

明

神

図

犬
じ
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（
旧
街
道
）

・
不
動
作

堂

地

のこ

慈
恵
大
師
拝
穀

大
師
唯
｛
塚

•
こ
よ

k
·
わ
糾
．
梵
滝
·
朽
木）

真
坂
の
廂
踊
り
供
養
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若
神

f
社

四
度
化
111

駒
形
恨
神
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乎
尿
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F
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心
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国
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